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甘～く華やかに甘～く華やかに
ワッショイ !!　　ワッショイ !!

姫姫路路菓菓子子博博 神神輿輿のの巡巡行行
み こし じゅんこう

　４月６日、「姫路菓子博２００８」（４月１８日～５月１１日開催）を前に、お菓子
の神様「 田  道  間守命 」を祭る中嶋神社（三宅）から、分霊した 御  霊 を乗せた

た じ まもりのみこと み たま

神輿が菓子博会場へ向けて出発しました。
　当日は、菓子博成功祈願の神事の後、神美小学校の児童約１３０人が、 垂 

すい

 仁 天皇の命を受けた田道間守命が 常  世 の国から不老長寿の妙薬とされる
にん とこ よ

橘の実「 非時香菓 」を持ち帰ったことを伝える歌などを披露しました。そ
ときじくのかぐのこのみ

して、新温泉町のグループ「 縁  海 」の女性７人が神輿を担いで境内を練り
えん かい

歩き、市内では、その他に豊岡の春まつり会場（市役所前）でも練りました。
　神輿はこの後、神戸市、明石市、加古川市で巡行し、１６日に開催地の姫
路市に入り、分霊した御霊を移しました。
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テ
ム
で
受

信
す
る
こ

と
が
で
き
、

よ
り
迅
速

な
対
応
が

可
能
と
な

り
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
年
間
約
７
、

０
０
０
件
の
１
１
９
番
通
報
を
受

信
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
は
一
般
の
加
入
電
話
に
よ

る
も
の
の
ほ
か
、
携
帯
電
話
や
、

近
年
普
及
が
見
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
に

よ
る
通
報
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
指
令
施
設
で
は
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
通
報
を
１
つ
の
シ
ス

▲高機能消防指令センターを整備した消
防本部（昭和町）

　「高機能消防指令センター」が消防本部庁舎２階に完成し、３月２７日に完成式典を行い
ました。
　この設備は、３月１日から運用しており、コンピュータや通信機器の最先端技術が駆
使された消防指令システムとなっています。１１９番通報から災害場所を特定しやすくす
るためのシステムや、１１９番通報の受付から消防隊や救急隊などの出動、そして、活動の
終了までを管理するシステムなど、最新鋭の機器により構成されています。
　これらのシステムにより、火災や救急などの災害をはじめ、豊岡市に大きな被害をも
たらした平成１６年の台風２３号のような大災害への対応など、市民の皆さんの安全・安心
な暮らしを２４時間守り続けます。　　　　　《問合せ》消防本部指令センター�２４－１１１９

《最新鋭の消防指令システムで
豊岡市の安全・安心を24時間守ります》

消防本部に新しい指令施設 消防本部に新しい指令施設 消防本部に新しい指令施設 消防本部に新しい指令施設 
「高機能消防指令センター」の運用を開始しました 

あ
ら
ゆ
る
通
報
に

対
応
し
ま
す
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出
動
し
て
い
る
各
消
防
車
両
の

位
置
情
報
を
指
令
シ
ス
テ
ム
で
一

括
し
て
管
理
し
、
指
令
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
た
大
型
画
面
で
常
に

確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
車
両
に
は
、
災
害
場

所
付
近
の
地
図
の
ほ
か
、
消
防
活

動
に
必
要

な
情
報
を

表
示
す
る

装
置
を
備

え
、
指
令

セ
ン
タ
ー

と
こ
れ
ら

の
情
報
を
共
有
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
円
滑
な
消
防
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

し
て
い
る
場
所
な
ど
の
情
報
を
、

自
動
応
答
に
よ
り
答
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
災
害
の
発
生

状
況
や
気
象
情
報
な
ど
を
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、

常
に
最
新
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
火
災
情
報　

�　

－

０
１
１
９

２２

▽
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス

http://119.city.toyooka.lg.jp

　

災
害
発
生
時
に

は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
電
話
に

よ
る
問
合
せ
に
対

し
、
火
災
が
発
生

『
災
害
状
況
自
動
案
内
装
置
』　

『
Ｗ
ｅ
ｂ
広
報
シ
ス
テ
ム
』

　

最
新
鋭
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

が
完
成
し
ま
し
た
が
、
火
災
や
救

急
な
ど
の
と
き
、
大
切
な
こ
と
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
で

す
。

　

通
報
は
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
左
表
の
よ

う
に
こ
ち
ら
か
ら
場
所
な
ど
を
聞

き
ま
す
の
で
、
係
員
の
問
い
か
け

に
答
え
る
要
領
で「
落
ち
着
い
て
」

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

は
っ
き
り
と
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
の
と
き
、

慌
て
ず
に
通
報
す

る
こ
と
は
難
し
い

係　員　「１１９番です。火事ですか、救急ですか？」

通報者　「火事（救急）です」

係　員　「場所（住所）は、どちらですか？」

通報者　「豊岡市　○○町　○○番地○○号　○○○○という家で、

　　　　　○○の隣です」

係　員　「火事は（病気やケガは）、どんな状態ですか？」

通報者　「○○○○が燃えています」

　　　　（急に倒れて○○○、あるいは○○○を骨折して…など）

係　員　「あなたの名前、電話番号を教えてください」

通報者　「私は、○○○○です。電話は、○○－○○○○です」

※近くに分かりやすい建物などがあれば、合わせて伝えてください。

　〔例　○○公民館の隣。△△商店の前。××公園の南側など〕

※火事や救急など緊急のときには、ためらわず１１９番通報をしてくださ

い。また、問合せや相談など緊急時以外は、一般電話（�２４－１１１９）にか

けてください。

119番通報のかけ方

　

４
月
・
５
月
は
、
１
年
の
う
ち

で
特
に
屋
外
で
の
火
災
が
多
く
発

生
す
る
季
節
で
す
。

　

こ
れ
は
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

く
、
ま
た
、
農
作
業
な
ど
外
で
作

業
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

田
の
あ
ぜ
焼
き
や
野
焼
き
な
ど
、

屋
外
で
火
を
使
う
と
き
に
は
、
特

に
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
周
り
に
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。

・
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い

る
と
き
や
、
風
の
強
い
と
き
に

は
行
わ
な
い
。

・
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
、
消

火
の
準
備
を
し
て
お
く
。

・
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ
う
、
少

し
ず
つ
行
う
。

・
衣
服
へ
の
着
火
、
火
傷
に
は
十

分
注
意
す
る
。

・
消
火
す
る
ま

で
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
ま

た
、
完
全
に

消
え
た
こ
と

を
確
認
す
る
。

た
き
火
に
よ
る
火
災
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

▲消防活動に必要な情報を表示する車
両端末装置

▲各消防車両の状況を表示します

よ
り
円
滑
な

消
防
活
動
の
た
め
に

市
民
の
皆
さ
ん
へ

災
害
情
報
を
提
供
し
ま
す

通
報
は
慌
て
ずは

っ
き
り
と
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ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
将

来
像
は
、
豊
岡
市
総
合
計
画
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま

す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

・
自
然
に
抱
か
れ
て
生
き
る

・
い
ま
を
大
切
に
し
、
日
々
の
暮

ら
し
を
楽
し
む

・
未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す

▼
将
来
像

　

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　

ふ
る
さ
と
」

　

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
、
こ

れ
ま
で
の
開
発
整
備
型
か
ら
環
境

創
造
・
活
用
型
へ
と
転
換
し
、
次

の
３
つ
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

①
環
境
を
創
造
す
る
ま
ち
に

②
地
域
資
源
を
活

か
す
ま
ち
に

③
つ
な
が
り
・
連

携
を
深
め
る
ま

ち
に

　

豊
岡
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
目
標
を
次
の

よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

①
特
色
の
あ
る
自
然
や
風
景
な
ど

に
出
会
え
る
ま
ち
づ
く
り

②
多
様
な
暮
ら
し
方
、
楽
し
み
方

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

③
人
や
環
境
へ
の
や
さ
し
さ
が
豊

か
さ
を
も
た
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
基
づ
き
、

そ
の
基
本
的
方
針
を
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
と
景
観
の
保
全
・

創
造

②
多
核
分
散
型
の
集
約
拠
点
の
形

成
③
公
共
交
通
等
を
軸
と
し
た
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

市
全
体
に
お
け
る
都
市
計
画
の

方
針
に
つ
い
て
は
、次
の
９
つ
の
分
野

に
分
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な

考
え
方
と
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

▼
土
地
利
用
の
方
針

　

適
正
な
土
地
利
用
の
規
制
・
誘

導
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
・

活
用
と
多
様
な
景
観
の
維
持
・
向

上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交

通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
約
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

▼
防
災
の
方
針

　

防
災
や
減
災
へ
の
意
識
や
対
策

を
強
化
し
、
災
害
に
対
応
す
る
仕

組
み
づ
く
り
や
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
道
路
・
交
通
の
方
針

　

広
域
交
通
基
盤
の
整
備
に
よ
る

観
光
振
興
、交
流
促
進
、物
流
効
率

の
向
上
等
に
努
め
ま
す
。ま
た
、公

共
交
通
を
軸
と
し
た
道
路
・
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼
公
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
等
の
方
針

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
公
園

等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
観

光
施
設
の
充
実
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
よ
り
、
多
様
な
交
流
を
促
進

し
ま
す
。

▼
下
水
道
・
河
川
の
方
針

　

水
洗
化
の
普
及
に
努
め
る
と
と

も
に
、
河
川
の
改
修
、
親
し
み
の

あ
る
水
辺
空
間
の
確
保
を
目
指
し

ま
す
。

▼
そ
の
他
公
共
施
設
等
の
方
針

　

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
公
共
公
益
施
設

等
の
活
用
や
充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
地
域
環
境
形
成
の
方
針

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
を

保
全
・
創
造
・
再
生
し
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
ま
す
。

▼
景
観
形
成
の
方
針

　

山
林
や
河
川
、
農
山
漁
村
集
落

な
ど
市
固
有
の
自
然
・
文
化
的
景

観
の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
出
石
城
下
町
、
城
崎
温
泉

な
ど
の
歴
史
的
ま
ち
並
み
景
観
や
、

自
然
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
特
色

あ
る
市
街
地
景
観
の
形
成
に
努
め

ま
す
。

▼
市
街
地
・
住
宅
地
の
方
針

　

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
中
心
市

街
地
の
形
成
や
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
安
全
で
魅
力
あ
る
市
街
地

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
定
住
化
、
社
会
的
弱
者

の
居
住
の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
と
視
点

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

　

市
で
は
、
３
月
に
豊
岡
市
都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

「
豊
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
豊
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
都
市
計
画
法
に
定

め
ら
れ
る
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
で
、

土
地
利
用
、
防
災
、
道
路
・
交
通
、
公
園
、
景
観
、
市
街
地
・
住
宅

地
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
即
し
つ
つ
、
豊
岡
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
対
象
区
域
は
市
域
全
域
と
し
、

平
成　

年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
い
ま
す
。

２８

　

な
お
、
本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
�　

－

１
７
１
２

２３

『
豊
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
し
ま
し
た 

豊
岡
ら
し
さ
を
目
指
し
て（
豊
岡
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
）

全
体
構
想（
分
野
別
方
針
の
基
本
的
な
考
え
方
）

基
本
姿
勢
と
将
来
像



5 広報とよおか　2008.4.25

　

地
域
別
構
想
で
は
、
次
の
よ
う

に
旧
市
町
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
枠
組
み
に
よ
る
広
範
囲
な
地

域
区
分
を
設
定
し
、
地
域
ご
と
の

将
来
像
と
目
標
お
よ
び
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
方
針

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
り
、
身
近
な
範
囲
を
対
象
に

し
た
地
区
構
想
を
順
次
策
定
し
て

い
く
も
の
と
し
ま
す
。

地
域
別
構
想（
地
域
別
の
将
来
像
と
目
標
）

地
区
構
想（
平
成　

年
度
〜
）

２０

　

地
区
構
想
は
、
４
つ
の
地
域
に

お
け
る
地
域
づ
く
り
の
方
針
を
踏

ま
え
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
今
年
度
か

ら
順
次
作
成
し
、
市
民
と
の
合
意

形
成
を
経
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

　

地
区
の
区
分
は
、
小
学
校
区
や

中
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
範
囲
と
し
ま
す
。

北部地域 

中心地域 

西部地域 

東部地域 

竹野総合支所 

城崎総合支所 城崎総合支所 

出石総合支所 

但東総合支所 

豊岡市役所 豊岡市役所 

日高総合支所 

■北部地域 
　美しい但馬海岸、水と緑や情緒あふれ 
る温泉街にふれあいながら、安心して快 
適に暮らせる環境にやさしい地域づくり 
①安全で利便性の高い 
　住環境の形成を図る 
②豊かな自然や美しい 
　景観を守り育てる 
③但馬海岸や温泉など 
　の地域資源を活用し 
　地域の活性化を図る 

■中心地域 
　人と自然が共生し、多様な世代が集い 
暮らすにぎわいの地域づくり 
①本市のにぎわい拠点として中心市街地 
　を再生する 
②水と緑豊かで安全安心な住環境の形成 
　を図る 
③広域交通基盤等 
　の活用と産業の 
　育成を図る 

■西部地域 
　高原や里山の自然、 
古代の歴史にふれあい 
ながら、安心して快適 
に暮らせる環境にやさ 
しい地域づくり 
①広域交通基盤の活用 
　と健全な市街地の形成を図る 
②生活環境の向上や景観の創造による質 
　の高い地域環 
　境を形成する 
③高原や古代の 
　歴史を活用し、 
　魅力ある交流 
　環境を創出す 
　る 

■東部地域 
　　　　　　　　　　　山あいの自然や 
　　　　　　　　　　城下町の歴史にふ 
　　　　　　　　　　れあいながら、安 
　　　　　　　　　　心して快適に暮ら 
　　　　　　　　　　せる環境にやさし 
い地域づくり 
①安全で便利な住環 
　境の形成を図る 
②コウノトリも住め 
　る緑豊かな地域環 
　境の維持・向上を 
　図る 
③歴史的なまち並み 
　や温泉等を活用し、 
　多様な交流を促進 
　する 

ステップ1：まちづくりをはじめる 
・地区まちづくり会議等の開催 
　（地区のまちづくりについて、市民と行政が 
　　一緒に考えていく場をつくる） 

ステップ2：市民と行政によるワークショップ 
・地区の現状、問題点を話し合う 
・地区の課題を話し合う 
・地区のまちづくり目標を話し合う 
・地区のまちづくり構想を検討する 

ステップ3：まちづくり構想案を作成する 
・地区のまちづくり構想案をまとめる 

ステップ4：まちづくり構想案の合意形成 
・地区まちづくり構想の策定 

ステップ5：地区構想の策定 
（都市計画マスタープランに位置づける） 

行政が組織の発足を 
促す 

行政が意見を集約する 

行政がまちづくり構想 
案の図書を作成する 

《地区構想策定のステップ》 
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個
人
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組

み
が
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
に

広
が
り
、
市
全
体
の
元
気
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目

指

し
、
次

の

「
３
つ
の
元
気

い
っ
ぱ
い
！
」

を
基
本
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

①
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
生
き
い
き

と
輝
く
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気

を
目
指
し
ま
す
。

②
ま
ち
の
元
気

　

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
健

康
づ
く
り
の
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
、
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
の
元
気

を
目
指
し
ま
す
。

③
未
来
の
元
気

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
健
や
か
に
育
つ
、
子
ど
も
た

ち
が
輝
く
未
来
の
元
気
を
目
指
し

ま
す
。

　

行
動
計
画

は
、
健
康
増

進
法
第
８
条

の
規
定
に
基

づ
く
市
町
村

健
康
増
進
計
画
で
す
。
豊
岡
市
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

民
や
関
係
団
体
、
市
が
取
り
組
む

べ
き
保
健
分
野
の
基
本
的
な
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

「
す
べ
て
の
人
が
地
域
の
中
で 

　
　
生
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち 

豊
岡
」
を
目
指
し
て 

豊
岡
市
健
康
行
動
計
画
「
と
よ
お
か
健
康
ぷ
ら
ん
２１
」
を
策
定 

計
画
の
基
本
目
標

計
画
の
位
置
づ
け

■
健
康
増
進
法

　

わ
が
国
に
お
け
る
急
速
な
高
齢

化
の
進
展
お
よ
び
疾
病
構
造
の
変

化
に
伴
い
、
国
民
の
健
康
の
増
進

の
重
要
性
が
著
し
く
増
大
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
国
民
の
健
康
の

増
進
の
総
合
的
な
推
進
に
関
し
基

本
的
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

国
民
の
栄
養
の
改
善
や
そ
の
他
の

国
民
の
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
、
国
民
保
健
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施

行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　市では、３月２８日、市民の皆さんの健康づくりを進めていくために、高齢化
の進行や生活習慣病の増加などの社会情勢や国・県の動向、市域の規模や状況、
市民のニーズ等を反映した「とよおか健康ぷらん２１」を策定しました。
　この計画は、「すべての人が地域の中で生きいきと健康に暮らせるまち　豊岡
～声かけあって、みんなでつくる地域の元気～」を基本理念とし、市民一人ひ
とりが、「健康は守るものからつくるもの」という積極的な意識を持って健康づ
くりを実践できるよう、個人の主体的な取組みと、それを支える行政・関係機
関の取組みを示しています。

《問合せ》健康増進課保健政策係�２４－１１２７

▲健康づくりのためハイキング（豊岡市健康を進める会主催）を楽しむ参加者たち（八条地区）
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「
３
つ
の
元
気
い
っ
ぱ
い
！
」

の
着
実
な
実
現
を
図
る
た
め
の
取

組
方
針
と
し
て
、
次
の
９
つ
を
掲

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
取
組
み
①
【
食
生
活
・
栄
養
】

「
食
」
お
い
し
く
楽
し
く
！

・
規
則
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
る
。

・
食
べ
物
を
選
択
す
る
力
を
育
て

る
。

・
五
感
を
使
っ
て
「
食
」
を
体
験

す
る
。

・
食
を
楽
し
む
習
慣
を
身
に
付
け

る
。

■
取
組
み
②
【
歯
の
健
康
】

　

目
指
せ
！
８
０
２
０
（
※
注
）

・
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
定

期
的
な
健
診
を
習
慣
づ
け
る
。

・
８
０
２
０
を
目
指
し
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
歯
の
ケ
ア
を
習
慣

づ
け
る
。

※
注
…　

歳
ま
で
自
分
の
歯
を　

８０

２０

本
維
持
す
る
こ
と
。

■
取
組
み
③
【
運
動
習
慣
】

　

い
い
汗
か
こ
う
！

・
日
常
生
活
の
中
で
、
体
を
動
か

す
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
地
区
で

の
健
康
づ
く
り
事
業
に
積
極
的

に
参
加
す
る
。

■
取
組
み
④【
生
活
習
慣
病
予
防
】

　

気
づ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
！

・
定
期
的
に
健
康

診
査
や
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
。

・
健
康
相
談
に
参

加
し
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
。

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
や
改
善
を
す
る
。

■
取
組
み
⑤
【
介
護
予
防
】

　

転
ば
ぬ
先
の
杖

・
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
知
識
を

身
に
付
け
る
。

・
生
活
機
能
の
低
下
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
予
防
す
る
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
介
護
予
防
に
取

り
組
む
。

■
取
組
み
⑥

【
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
】

　

ス
ト
ッ
プ
！
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー

ル
は
適
度
に

・
喫
煙
や
過
度
の

飲
酒
に
よ
る
体

の
害
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
。

・
施
設
等
で
の
禁
煙
・
完
全
分
煙

を
進
め
る
。

・
未
成
年
者
の
喫
煙
・
飲
酒
を
な

く
し
ま
す
。

■
取
組
み
⑦

【
こ
こ
ろ
の
健
康
・
生
き
が
い
】

　

い
つ
も
笑
顔
で
生
涯
現
役
！

・
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
身
に
付
け
る
。

・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

・
自
分
に
あ
っ
た
趣
味
や
役
割
を

見
つ
け
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
。

■
取
組
み
⑧

【
地
域
で
の
交
流
・
健
康
】

　

声
か
け
あ
っ
て
！
誘
い
あ
っ
て

・
身
近
な
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
や

交
流
の
場
を
つ
く
る
。

・
地
域
の
中
で
支
え
合
う
関
係
を

つ
く
る
。

・
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
の
事
業

や
教
室
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

■
取
組
み
⑨
【
親
子
の
健
康
】

　

生
き
い
き
と
よ
お
か
っ
子

・
安
心
し
て
新
し
い
命
を
迎
え
る

準
備
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

・
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。

・
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
健
康
な
体
を

育
む
。

・
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
を

育
て
る
。

　

行
政
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
や

教
育
関
係
機
関
、
企
業
や
職
場
等

多
く
の
市
民
が
関
わ
り
、
互
い
に

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、

次
の
よ
う
に
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

■
計
画
の
公
開

　

市
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
り
行
動
計
画
を
公
開
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
参
加
を
促
し
ま
す
。

■
市
民
の
参
加
・
参
画
の
推
進

　

健
康
教
室
や
健

康
講
座
等
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
企
画
・
立
案

に
市
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携

　
「
豊
岡
市
健
康
を
す
す
め
る

会
」
や
公
民
館
、
関
係
団
体
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
計
画
の
普
及
・

啓
発
や
健
康
行
動
目
標
に
向
け
た

事
業
の
紹
介
や
教
室
の
開
催
を
支

援
し
、
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
構
築
を
支
援
し
ま
す
。

■
進
渉
状
況
の
確
認
・
評
価
・
報

　

告

　

毎
年
、
定
期
的
に
「
豊
岡
市
健

康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
開
催

し
、
計
画
の
進
渉
状
況
の
確
認
や

事
業
評
価
、
新
規
事
業
の
報
告
等

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
広
報
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、

計
画
の
進
渉
状
況
等
の
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

■
市
役
所
庁
内
で
の
推
進
体
制

　

庁
内
関
係
課
と

連
携
を
図
る
た
め
、

推
進
部
会
を
設
置

し
、
情
報
や
課
題

を
共
有
し
、
計
画

を
推
進
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

計
画
の
取
組
方
針

計
画
の
推
進

計
画
推
進
初
年
度 

（
平
成
２０
年
度
） 

中
間
評
価
・
見
直
し 

（
平
成
２４
年
度
） 

最
終
評
価
（
平
成
２９
年
度
） 
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計画策定の背景 －生活習慣病対策の必要性－ 

　生活習慣病の中でも、心疾患、脳血管疾患等の発症の重要な危険因子である糖尿病、高血
圧症、脂質異常症等の有病者やその予備群が増加しています。その発症前の段階であるメタ
ボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)が強く疑われる方と予備群と考えられる方を合わせた
割合は、男女共40歳以上で高く、男性では２人に１人、女性では５人に１人の割合に達して
います。 
　生活習慣病は、予防により防ぐことができ、生活習慣病の境界域段階で留めることができ
れば、通院を減らし、さらには重症化や合併症の発症を抑え、入院に至ることも避けられます。 
　こうした考え方に立ち、今回の医療構造改革では、国・都道府県・医療保険者がそれぞれ
の目標を定め、それぞれの役割に応じた必要な取組みを進めることとなりました。 

計画の性格と期間 
　この計画は、国の特定健康診査等基本指針（高齢者医療確保法第18条）に基づ
き、市の国民健康保険が策定するもので、兵庫県医療費適正化計画と十分な整
合性を図ります。計画の期間は５年を１期とし、第１期は平成20年度から平成
24年度とします。 

市の国民健康保険の目標値 
　国の基本指針に掲げる目標数値を参考に、特定健康診査の受診率、特定保健指導の実施率
およびメタボリックシンドロームの該当者および予備群の減少率の目標を次のとおり定めました。 

特定健康診査の実施 
　健診の実施形態は、市民の利便性に配慮し、かつ効果的・効率的な実施を図るため、従来
の市民総合健診と同様の形態により、基本健康診査とがん検診をセットに「すこやか市民ドック」
として一体的に実施します。また、女性のみの受診日として、レディースデイ(地域や女性の
受診者数によりレディースタイム)を設け、さらに土・日曜日の健診を実施するなど、利便性
に配慮し、被保険者のニーズを踏まえ、受診しやすい健診体制とします。 

国の目標値を達成 豊岡市の年度ごと目標 

①生活習慣病予防 ②特定健康診査 ③後期高齢者健診 ④がん検診 

実施対象者 ２０歳～３９歳の市民 ４０歳～７４歳までの 
国保被保険者 

７５歳以上等の後期 
高齢者医療被保険者 

４０歳以上の市民 

○実施対象者 

注）②特定健康診査は、加入されている医療保険で受診することになります。 

項　　目 
特定健康診査の受診率 
特定保健指導の実施率 

平成２０年度 
６０％ 
３０％ 

平成２１年度 
６０％ 
３０％ 

平成２２年度 
６２％ 
３５％ 

平成２３年度 
６４％ 
４０％ 

平成２４年度 
６５％ 
４５％ 

１０％ 基準年 メタボリックシンドロームの 
該当者・予備群の減少率 

『豊岡市国民健康保険特定健康診査等実施計画』を 
策定しました 

　「高齢者の医療の確保に関する法律 ｣に基づき、平成２０年度からは特定健康診査・特
定保健指導を、医療保険者（国民健康保険、政府管掌健康保険、企業の健康保険およ
び公務員の共済組合など）が実施責任者となり実施します。
　そこで市の国民健康保険では、４月に「豊岡市国民健康保険特定健康診査等実施計画」
を策定し、特定健康診査および特定保健指導の実施に関して、基本的な事項を定めま
した。

《問合せ》市民課国保医療係�２１－９０６１
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　対象者には、案内通知書を送ります。健診項目(基本健康診査とがん検診等)の希望を事前に
受け付け、委託健診機関が受診者の健診日時、場所を振り分け、その指定結果を健康診査受
診票等と併せて個人に通知します。 

特定保健指導の実施 

　特定健康診査・特定保健指導の結果は、さまざまな観点から分析を行い、最終目標である
糖尿病等の生活習慣病の有病者・予備群の減少および医療費の適正化を目指します。 
　そのため、被保険者を単位とした「個人」、地域単位の「集団」、健診・保健指導の「事業」
としての３つの評価を行っていきます。 

○健診方式および時期・回数等 

○案内方法 

○事業の分析と評価 

○保健指導対象者の選定 

健診方式 実施時期・回数等 場　　　所 
集団健診 ５月～１２月（４１日間の午前と午後） 市内公共施設（１４会場） 

個別健診（人間ドック） 年間（実施医療機関が定めた曜日等） 
医療機関 

個別健診（医師会） 年間（実施医療機関の開院時間内）　 

※ＢＭＩ：体脂肪量を表す指数。体重（kg）を身長（ｍ）の2乗で割った数値 

健　　診 

保健指導対象者の 
選定・階層化　　 

保
　
健
　
指
　
導 

　40歳～74歳の国保被保険者を対象に実施（一部除外要件あり） 

・健診結果 
・質問票 
・生活習慣上の課題の有無とその内容　等 

・生活習慣病の特性や生活習慣の改善に関する基本的な理解を支援します。 
・健診結果の提供に合せて、全員に個別のニーズ、生活習慣に即した情 
　報提供を行います。 

情報提供（個別に通知を送付） 

　準備段階に合せて、個別目標を 
設定し、具体的で実現可能な行動 
を支援します。 

積極的支援 

対象者ごとの計画策定 
　健診結果と詳細な質問票で、行動変容の準備状態を把握し、対象者 
ごとの計画を策定します。 

腹囲等 
追加リスク 

血糖・脂質・血圧 

２つ以上該当 

１つ該当 

３つ該当 

２つ該当 

あり 

なし 

なし 

あり 

２つ該当 

喫煙歴 
４０歳～６４歳 

積極的支援 

積極的支援 

動機付け支援 

動機付け支援 

対　　　象 

６５歳～７４歳 

男性８５ｃｍ以上 
女性９０ｃｍ以上 

上記以外で 
ＢＭＩ（※）が 
２５以上 

　生活習慣の改善に対する個別目 
標を設定し、行動変容につながる 
ような動機付けを支援します。 

動機付け支援 
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　市では、市民の皆さんに広く市政を知っていただき、理解を求めるとともに、一緒になって
まちづくりを進めていくため、「豊岡市出前講座」を開設しています。
　出前講座は、市民の皆さんが開催される勉強会などからの依頼により、市の職員が講師とし
て出向き、市が行っている事業や施策などをお話させていただく制度です。
　皆さん、ぜひ、利用ください。
◆利用できる方　　市内に居住、勤務または通学している方で、かつ、

おおむね１０人以上で構成されたグループ、団体
◆利　　用　　期　　限　　平成２１年３月２０日（土・日･祝日も利用できます）

ただし、１２月２５日～翌年１月１５日までは除く。
◆講座メニュー　　出前講座メニュー一覧表のとおり
◆講　　座　　時　　間　　午前９時～午後９時の間で、１講座９０分以内（複

数の講座の利用も可能です）
◆会　　　　場　　受講者が確保してください（市内に限る）。
◆費　　　　用　　講師の派遣は無料。ただし、会場借上料などは受講者負担です。
◆申　　込　　方　　法　　代表の方が、講座開催希望日の１カ月前までに、直接、市役所担当課（下

表参照）に申し込みください。
《問合せ》秘書広報課広報広聴係�２３－１１１１
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豊岡市政出前講座メニュー一覧表
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番
号2930313233343536373839404142434445464748495051525354555657

メ　

ニ　

ュ　

ー

土
地
の
境
界
ど
こ
で
す
か
？
〜
役
立
つ
地
籍
調
査
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

コ
ウ
ノ
ト
リ

環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る
仕
組
み
づ
く
り

皆
さ
ん
の
力
に
な
り
ま
す
農
業
共
済

都
市
計
画
と
こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
づ
く
り
」

み
ん
な
で
支
え
る
公
共
交
通

�
ち
ょ
こ
っ
と
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
�市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」

空
か
ら
見
よ
う
ふ
る
さ
と
但
馬
を
〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
〜

豊
岡
市
の
現
金
・
基
金
の
出
納
と
保
管

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
…

各
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
…
地
震
・
風
水
害
の
備
え
と
心
構
え

安
心
と
安
全
の
水
道
水

暮
ら
し
と
環
境
を
守
る
下
水
道

豊
岡
市
の
学
校
給
食

義
務
教
育
９
年
間
の
系
統
性
・
連
続
性
を
踏
ま
え
た「
小
中
連
携

教
育
」の
推
進

小
規
模
校
の
教
育
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の「
小
小
連
携
教
育
」

の
推
進

豊
岡
の
子
育
て
支
援

人
権
感
覚
を
高
め
よ
う

み
ん
な
の
手
で
青
少
年
健
全
育
成
！

が
ん
ば
れ　
ど
ろ
ん
こ　
ち
る
ど
れ
ん

　

〜
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
〜

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？（
市
民
プ
ラ
ザ
）

く
ら
し
の
中
に
図
書
館
を（
図
書
館
）

絵
本
と
の
出
会
い　

楽
し
い
読
み
聞
か
せ（
図
書
館
）

応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
生
涯
学
習（
公
民
館
）

豊
岡
市
の
近
代
化
遺
産

気
楽
に
歴
史
ロ
マ
ン（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

但
馬
の
古
墳
を
考
え
る（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

理
玖
も
の
が
た
り（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

担　
　

当　
　

課

農

林

水

産

課

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

農

業

共

済

課

都

市

整

備

課

会

計

課

消

防

本

部

水
道
課
・
企
業
総
務
課

下
水
道
課
・
企
業
総
務
課

教

育

総

務

課

こ
ど
も
教
育
課

こ
ど
も
育
成
課

生

涯

学

習

課

文

化

振

興

課

番
号5859606162636465666768697071727374757677787980818283

メ　

ニ　

ュ　

ー

陶
器
の
水
ガ
メ
探
し（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

山
城
と
寺
跡
を
歩
く（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

出
土
品
か
ら
た
ど
る
人
と
物
の
交
流（
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）

世
界
の
冒
険
家
植
村
直
己
の
冒
険
功
績
、人
と
な
り
を
紹
介

（
植
村
直
己
冒
険
館
）

古
代
但
馬
の
都
、国
府
と
国
分
寺（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

皆
さ
ん
の
地
域
の
歴
史
を
知
る（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

化
石
の
は
な
し（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

出
土
品
に
触
れ
て
知
る
豊
岡
の
古
代（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

考
古
学
か
ら
何
が
わ
か
る
？（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

豊
岡
を
歩
い
た
伊
能
忠
敬（
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
）

ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
〜
モ
ン
ゴ
ル
っ
て
ど
ん
な
国
？
〜

（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

モ
ン
ゴ
ル
の
暮
ら
し
と
文
化（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
援
助（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

地
方
に
暮
ら
し
て
世
界
を
視
る（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

縄
文
時
代
の
暮
ら
し（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

但
馬
に
あ
る
農
村
歌
舞
伎
舞
台（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

博
物
館
の
一
日（
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
）

洋
画
家　

伊
藤
清
永
の
足
跡
と
芸
術（
伊
藤
清
永
美
術
館
）

伊
藤
清
永
美
術
館
を
探
検
し
よ
う
！（
伊
藤
清
永
美
術
館
）

あ
な
た
も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

新
体
力
テ
ス
ト
の
方
法
と
活
用

ビ
デ
オ
講
座�
あ
り
が
と
う
・
こ
こ
ろ
か
ら
・
と
よ
お
か
か
ら
�

兵
庫
国
体
〜
あ
の
感
動
を
も
う
一
度
〜

外
湯
の
歴
史
と
城
崎
温
泉

監
査
の
し
く
み

選
挙
の
し
く
み

農
地
を
守
り
活
か
す
農
業
委
員
会

担　
　

当　
　

課

文

化

振

興

課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

城
崎
総
合
支
所
温
泉
課

監
査
委
員
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会

農

業

委

員

会



12広報とよおか　2008.4.25

犬の飼い主の皆さんへ 

○狂犬病予防注射のみの料金は３，２００円
　（新たに登録する場合は別途３，０００円）
○釣り銭のいらないようにお願いします。
○注射は獣医師（動物病院）でも受けられます。

《問合せ》生活環境課環境衛生係�２３－５３０４

時　　間場　　　所日　　程

　９：３０～　９：４０隣保館

５月１３日（火）

　９：５５～１０：００日撫会館
１０：１０～１０：１５梶原開館
１０：２５～１０：３０中庄境会館
１０：４０～１０：４５法花寺会館
１０：５５～１１：００祥雲寺会館
１１：１０～１１：１５三江地区公民館
１１：２５～１１：３０下宮会館
１１：４５～１１：５５森公民館
１３：００～１３：０５野上会館
１３：１５～１３：２０下鶴井公民館
１３：３０～１３：３５赤石営農センター
１４：００～１４：０５三原会館
１４：１５～１４：２０畑上堂前広場
１４：３０～１４：４０気比公民館
１４：５０～１５：００田結会館
１５：１５～１５：２０小島公民館
１５：３０～１５：３５瀬戸公民館
１５：４５～１５：５０津居山公民館
１６：００～１６：０５（旧）港出張所
　９：００～　９：０５市谷営農センター

５月１４日（水）

　９：１５～　９：２０中郷公民館
　９：３５～　９：４０引野公民館
　９：５０～　９：５５中筋地区公民館
１０：１０～１０：１５下加陽会館
１０：３０～１０：３５清冷寺公民館
１０：４５～１０：５０伏会館
１１：０５～１１：１５今森会館
１１：２５～１１：３０江本会館
１２：４５～１２：５０百合地会館
１３：００～１３：０５中谷会館
１３：１５～１３：２０木内会館
１３：３０～１３：３５駄坂バス停前
１３：４５～１３：５０香住公民館
１４：００～１４：１０三宅公民館
１４：２５～１４：３０奥野公民館
１４：４０～１４：４５市場公民館
１５：００～１５：０５森尾公民館
１５：１５～１５：２０立石共同作業所
１５：３０～１５：３５長谷公民館
１５：４５～１５：５５倉見作業所
１６：０５～１６：１０上鉢山会館

時　　間場　　　所日　　程

　９：３０～　９：３５上陰会館

５月１５日（木）

　９：４５～　９：５０中陰会館
１０：０５～１０：１０下陰会館
１０：２０～１０：３０下陰さくら公園
１０：４５～１０：５０一日市会館
１１：００～１１：０５宮島会館
１１：２５～１１：３０江野公会堂
１１：４５～１１：５０森津公民館
１３：００～１３：０５辻会館
１３：１５～１３：２０内町会館
１３：３０～１３：３５大谷バス停前
１３：４５～１３：５５奈佐地区公民館
１４：０５～１４：１０宮井公民館
１４：２０～１４：２５奥岩井公民館
１４：３０～１４：３５口岩井公民館
１４：４５～１４：５０栃江松ヶ代第３橋付近
１５：０５～１５：１０高屋公会堂
１５：２０～１５：２５戸牧第２団地会館
１５：３５～１５：４０戸牧公民館
　９：３０～　９：３５ＪＡたじま八条店

５月１６日（金）

　９：４５～　９：５５上町会館
１０：０５～１０：１０上佐野会館
１０：２０～１０：２５佐野会館
１０：３５～１０：４５妙楽寺区会館
１１：００～１１：０５弥栄区会館
１１：２０～１１：２５塩津区会館
１１：３５～１１：４０京口会館
１１：５０～１１：５５大磯神社
１２：０５～１２：１０市立図書館
１３：３０～１３：３５西本会館
１３：４５～１３：５０三坂町会館
１４：０５～１４：１０青空市場
１４：２０～１４：２５市役所東庁舎別館
１４：３５～１４：４０小田井会館
１４：５０～１４：５５県総合庁舎前
１５：０５～１５：１０コープデイズ駐車場
１５：２０～１５：２５新西花園会館

豊　岡　地　域

　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主の方へ義務
付けられている狂犬病予防注射（集合注射）を次の
とおり実施します。生後３カ月以上の犬は、毎年
１度必ず狂犬病予防注射をする必要があります。
　今回は、豊岡・城崎・日高地域の日程をお知ら
せします。



13 広報とよおか　2008.4.25

　「鳴き声がうるさい」、「ふん尿で汚された」な
どの苦情や相談が市に寄せられています。
　これらは、飼主の気配りと責任ある飼育で改
善できるものです。無責任な飼育は、近隣の
方々に迷惑をかけるだけでなく、動物にとって
も不幸なことです。
　犬を飼育する方は、責任を持って最期まで適
正に飼育し、犬を地域の嫌われものにしないよ
うに心がけましょう。

■注意事項
・犬の放し飼いはやめて、きちんとつないで飼
いましょう。他人に迷惑をかけるだけでなく、
犬にとっても交通事故などに遭う危険性があ
ります。

・散歩の時は、引き綱をつけ、犬を制御できる
方が付き添ってください。

・犬のふんは、持ち帰りましょう。
・犬に無駄吠えをさせないように
しましょう。

《問合せ》生活環境課環境衛生係�２３－５３０４

～考えよう 他人の迷惑～ 

時　　間場　　　所日　　程

　９：３０～　９：４５上山消防団車庫前

５月９日（金）
　９：５５～１０：１５来日農業作業所前
１０：２５～１０：４０結集落センター前
１０：５５～１１：１５飯谷公民館前

時　　間場　　　所日　　程

１３：１０～１３：２５今津公民館前
５月９日（金） １３：３５～１４：０５四所神社境内

１４：１５～１４：３０城崎総合支所駐車場

城　崎　地　域

日　高　地　域

時　　間場　　　所日　　程

　９：１０～　９：１５小河江バス停

５月２０日（火）

　９：２０～　９：２５河江堂前
　９：３０～　９：３５八代バス停
　９：４０～　９：５０八代ふれあいセンター
　９：５５～１０：００谷公民館
１０：０５～１０：１５藤井公民館
１０：３５～１０：４５伊府集落営農センター
１０：５０～１０：５５佐田公民館
１１：００～１１：１５知見バス停
１１：２０～１１：２５森山公民館
１１：３０～１１：４５三方基幹集落センター
１２：５０～１３：００観音寺公民館
１３：１０～１３：２０殿公民館
１３：３０～１３：４０河畑バス停
１３：５０～１３：５５広井公民館
１４：０５～１４：１０田ノ口堂前
１４：２０～１４：３０芝堂前
１４：３５～１４：４５野公民館
１４：５０～１５：００庄境公民館
　８：５０～　９：０５江原公民館

５月２１日（水）

　９：１０～　９：２０岩中公民館
　９：２５～　９：３５浅倉公民館
　９：４０～　９：５０赤崎出荷場
１０：００～１０：１５商工会館
１０：２０～１０：３０日高区公民館
１０：３５～１０：５０鶴岡公民館
１１：００～１１：１０水上公民館
１１：１５～１１：３０山本公民館

時　　間場　　　所日　　程

１２：４５～１２：５５松岡公民館

５月２１日（水）

１３：００～１３：１０土居交流促進センター
１３：２０～１３：３５上郷作業所
１３：４５～１３：５５府市場公民館
１４：００～１４：１０堀公民館
１４：１５～１４：２０野々庄公民館
１４：２５～１４：３５池上公民館
１４：４０～１４：４５西芝須賀神社前
１４：５０～１５：００ＪＲ国府駅前
１５：０５～１５：１０竹貫公民館
　８：５０～　９：００十戸バス停

５月２２日（木）

　９：１０～　９：１５頃垣活性化センター
　９：２０～　９：３０石井公民館
　９：３５～　９：５０山宮堂前
１０：００～１０：１０清滝会館
１０：１５～１０：３０神鍋会館
１０：４０～１０：５５名色公民館
１１：００～１１：０５万場公民館
１１：１０～１１：１５山田バス停
１１：２０～１１：２５万劫バス停
１１：３０～１１：３５水口作業所
１１：４０～１１：５０東河内生活改善センター
１３：００～１３：１０西気コミュニティーセンター
１３：３５～１３：４５久田谷公民館
１３：５０～１４：００夏栗公民館
１４：０５～１４：１５道場公民館
１４：２０～１４：３５久斗公民館
１４：４５～１４：５５日高農村環境改善センター
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ま
す
の
で
、

早
め
に
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

・
定
額
保
険
料（
月
額
）

　

１
４
、４
１
０
円

・
付
加
保
険
料（
月
額
）４
０
０
円

■
前
納
・
口
座
振
替
の
保
険
料

■
一
部
免
除
期
間
の
１
カ
月
の
保

険
料

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

口
座
振
替
の
申
込
手
続
き

学
生
や　

歳
未
満
の
方
の

３０
保
険
料
納
付
猶
予
制
度

平
成　

年
度
の
年
金
保
険
料
が

２０

変
わ
り
ま
し
た

１年分６カ月分１カ月分納付方法

１７２，９２０円８６，４６０円１４，４１０円
現金・クレジット
支払（月払い）

１６９，８５０円
【３，０７０円】

８５，７６０円
【７００円】

－
現金・クレジット
支払（前納）
【割引額】

受付終了
８５，４８０円
【９８０円】

１４，３６０円
【５０円】

口座振替
【割引額】

１カ月の
保険料

免除区分

　３，６００円４分の３免除

　７，２１０円半額免除

１０，８１０円４分の１免除
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県
と
市
で
は
、
平
成　

年
の
台

１６

風　

号
の
被
害
等
を
踏
ま
え
、
市

２３
内
各
所
で
森
林
の
防
災
機
能
を
高

め
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

県
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
民
緑
税
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
緊
急
防
災
林
整
備

　

急
傾
斜
地
な
ど
の　

年
生
以
下

４５

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
い

て
、
現
場
の
間
伐
木
を
利
用
し
て

表
面
の
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
土
留

工
の
設
置
な
ど
を
実
施

●
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交

林
整
備

　

お
お
む
ね　

年
生
以
上
の
ス

４６

ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
部
分
的
に

伐
採
し
、
広
葉
樹
な
ど
を
植
栽
す

る
こ
と
で
樹
種
や
林
齢
が
異
な
り
、

水
や
土
の
保
全
力
が
高
い
森
林
を

整
備

●
里
山
防
災
林
整
備

　

集
落
の
裏
山
を
対
象
に
し
た
森

林
整
備
に
併
せ
、
表
面
の
土
砂
の

流
出
を
防
ぐ
防
止
柵
や
巡
視
に
も

活
用
で
き
る
歩
道
を
整
備

●
野
生
動
物
育
成
林
整
備

　

民
家
な
ど
に
隣
接
し
た
森
林
の

裾
野
を
帯
状
に
抜
き
伐
り
し
、
人

と
野
生
動
物
と
の
す
み
分
け
ゾ
ー

ン
を
設
け
る
と
と
も
に
、
奥
地
に

広
葉
樹
林
を
整
備

▽
県
民
緑
税
額

・
個
人
…
年
額
８
０
０
円
（
現
行

の
個
人
県
民
税
均
等
割
の
標
準

税
率
・
年
額
１
、０
０
０
円
に
上

乗
せ
）

・
法
人
…
資
本
金
な
ど
の
額
に
応

じ
、年
額
２
、０
０
０
円
〜
８
０
、

０
０
０
円

※
市
県
民
税
と
併
せ
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
農
林
水
産
課
林
務
・

水
産
係
�　

－

１
１
２
７
ま
た

２３

は
兵
庫
県
農
林
水
産
部
豊
か
な

森
づ
く
り
課

　

�
０
７
８－

３
６
２－

４
１
９
３

▲里山防災林整備事業（長谷区）

●
ど
の
よ
う
に
し
て
納
付
す
る
の
？

　

コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
に
、
左
記
の

納
入
通
知
書
（
裏
面
に
コ
ン
ビ
ニ

の
店
舗
表
示
が
あ
る
も
の
）
を
提

示
し
現
金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

万
円
以
上
の
場
合
、
コ
ン
ビ

３０ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
手
数
料
は
か
か
る
の
？

　

手
数
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
の

で
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
は

上
下
水
道
料
金
が
「
コ
ン
ビ
ニ
」
や 

　
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
」
で
も 

　
　
　
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 

　

使
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
「
上
下
水
道
料
金
の
コ

ン
ビ
ニ（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）で
の
収
納
取
扱
サ
ー
ビ
ス
」
を
、

３
月
分
の
納
入
通
知
書（
４
月　

日
発
行
）か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

１７

　

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
な
ど
に
加
え
て
、
全
国
の
提
携
コ
ン
ビ
ニ

で
、
休
日
や
夜
間
の
支
払
い
も
可
能
と
な
り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
近
畿
２
府
４
県
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も

納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
企
業
総
務
課
料
金
係
�　

－
５
３
７
７
・
５
３
７
８

２２

あ
り
ま
せ
ん
。

●
こ
れ
ま
で
の
納
入
通
知
書
で
は

納
付
で
き
な
い
の
？

　

金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
で
は

納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
で
は
、
納
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
納
付
を
希
望
の
方

は
、
企
業
総
務
課
料
金
係
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。
取
扱
い
可
能
な
納

入
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

●
取
扱
店
舗
や
地
域
は
？

・
コ
ン
ビ
ニ
…
左
記
の
全
国
店
舗

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
…
近

畿
２
府
４
県
内
の
み

▲納入通知書（表面・裏面）

▲納入通知書（中面）

見 本見　本

見 本見　本
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家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法 

　

身
近
に
あ
る
山
や
川
・
海
な
ど

の
自
然
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ

の
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
私

た
ち
は
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
多
く
の
生
き

も
の
も
、
か
つ
て
は
私
た
ち
の
す

ぐ
近
く
の
里
山
や
水
辺
・
田
ん
ぼ

に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

こ
ろ
の
人
間
と
の
関
係
は
、
奥
山

に
住
む
生
き
も
の
と
は
住
み
分
け
、

里
に
住
む
生
き
も
の
と
は
共
生
す

る
暮
ら
し（
文
化
）が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
変
化
し
、
里
山
が
放
置

さ
れ
、
開
発
行
為
で
山
や
水
辺
の

自
然
が
改
変
さ
れ
、
生
き
も
の
と

人
の
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

シ
カ
な
ど
野
生
動
物
に
よ
る
被
害

も
増
え
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
な
ど
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
へ

の
影
響
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
や
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
な
ど
の
生
き
も
の
が
、
そ

れ
ぞ
れ
本
来
の
場
所
で
、
適
正
な

数
で
生
息
で
き
る
自
然
を
取
り
戻

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
生
態
系
を

保
全
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
今
年
か
ら
５
月　

日
を
豊
岡
市

２０

「
生
き
も
の
共
生
の
日
」と
し
ま

す
。（
詳
細
は　

ペ
ー
ジ
）

１７

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
生
き
物
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
生
息
す
る
自
然
環
境
の
保
全
」 

４ 

環
境
基
本
計
画 

　

環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
目
標
と
す
る
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
市
が
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
号
か
ら
は
、
計
画
第
４
章
の

取
組
み
の
方
向
を
説
明
し
ま
す
。
今
回
は
、
生
き
も
の
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
生
息
す
る
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
で
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

９
０
１
７

21

■
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）の
制
定

の
経
過

　

平
成
７
年
ま
で
の
わ
が
国
の
廃

棄
物
処
理
は
、
高
温
多
湿
の
気
候

条
件
、
狭
い
国
土
な
ど
の
事
情
に

よ
り
「
燃
や
し
て
埋
め
る
」
処
理

が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
最
終

処
分
場
の
ひ
っ
迫
な
ど
の
廃
棄
物

処
理
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
、
廃
棄

物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
国
で
は
、
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物

の
容
積
で
約
６
割
、
重
量
で
約
２

割
強
を
占
め
る
容
器
包
装
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、

平
成
７
年
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
か
ら

は
、
か
ん
・
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
進
め
ら
れ
、
平

成　

年
か
ら
は
、
さ
ら
に
紙
製
、

１２
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
廃

棄
物
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
こ
の

よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
平
成　
１３

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
市
で
も
、

そ
れ
に
合
せ
て
、
収
集
品
目
の
変

更
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
な
ぜ
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

市
が
回
収
を
行
わ
な
い
の
か

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物

は
、
基
本
的
に
市
が
収
集
し
、
処

理
を
行
う
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
粗
大
ご
み
の
中
に

は
、
非
常
に
大
型
で
重
い
た
め
、

他
の
廃
棄
物
と
一
緒
に
収
集
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
非
常

に
固
い
部
品
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
ご
み
処
理
施
設
で
の
破
砕
が

困
難
で
あ
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。

　

家
電
製
品
は
、
こ
れ
に
該
当
す

る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
金
属
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
有
用
な
資
源
が
多

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー

ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

○
身
近
な
自
然
に
関
心
を
持
ち
、

里
山
や
水
辺
の
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
様
な
生
き
も
の
の
生
態
を

学
び
、生
息
環
境（
ビ
オ
ト
ー

プ
、
エ
サ
場
、
ね
ぐ
ら
な
ど
）

を
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

○
ペ
ッ
ト
動
物
は
責
任
を
持
っ

て
飼
育
し
、
外
来
種
は
絶
対

に
自
然
界
に
放
し
ま
せ
ん
。

く
含
ま
れ
る
も
の
の
、
市
に
よ
る

処
理
で
は
、
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
え
な
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
体

制
整
備
、
製
造
業
者
、
小
売
業
者

を
含
む
関
係
者
の
適
切
な
役
割
分

担
、
技
術
、
将
来
展
望
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
が
行
わ

れ
、
小
売
業
者
が
引
き
取
り
、
製

造
業
者
等
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

現
状
の
仕
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
は
、
排

出
者（
市
民
）は
適
正
な
排
出
、
小

売
業
者
は
排
出
者
か
ら
の
引
取
り

と
製
造
業
者
等
へ
の
引
渡
し
、
製

造
業
者
等
は
引
取
り
と
リ
サ
イ
ク

ル（
再
商
品
化
等
）と
し
、
一
人
ひ

と
り
が
協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
、

排
出
者
は
、
適
正

な
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
負
担
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
は
、
生

ご
み
、か
ん
・
び
ん
、衣
類
な
ど

の
異
物
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
り
ま
す
。
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　コウノトリの野生復帰プロジェクトなど、地域レベ
ルの生物多様性に向けた取組みを国内外に発信するた
め、国連が提唱する国際デーの１つの「国際生物多様
性の日（５月２２日）」記念イベントを開催します。皆さ
ん、ぜひ、参加ください。
①コウノトリシンポジウム
◇日　時　５月２２日（木）午後１時３０分～４時３０分
◇会　場　豊岡市民プラザ（アイティ７階）
◇内　容
・基調講演①「生物多様性の重要性」（県立人と自然
の博物館長　岩槻邦男さん）
・基調講演②「地域で取り組む生物多様性の保全」
　（東京大学大学院教授　鷲谷いづみさん）
・記念講演「私、今森光彦が見た人と生きもの」
　（写真家　今森光彦さん）
・地域からの報告や対談、パネル展示など（予定）
◇入場料　無料
《問合せ》但馬県民局コウノトリ翔る地域づくり担当

�２６－３６２４
②ミュージカル「火の鳥」（劇団わらび座）
　生と死を見つめ、生命の連鎖を描く手塚治虫の大作
を、ぜひ、ご覧ください。
◇日　時　５月２２日（木）午後７時開演（午後６時３０分

開場）
◇会　場　市民会館文化ホール
◇入場料　１階前売指定席３，５００円、前売自由席３，０００
　　　　　円、高校生以下の前売自由席２，０００円
　　　　　（当日券は各５００円増）
《問合せ》コウノトリ共生課�２１－９０１７

「「「「「「「「「「「「「「国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際生生生生生生生生生生生生生生物物物物物物物物物物物物物物多多多多多多多多多多多多多多様様様様様様様様様様様様様様性性性性性性性性性性性性性性のののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」「国際生物多様性の日」
記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念イイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトをををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす記念イベントを開催します

5月20日を
「生きもの共生の日」として

制定しました

　市では、
コウノトリ
も住める豊
かな環境づ
くりの実現
を目指し、
生きものと
の共生意識
の醸成や浸
透を一層進
め、持続可
能な地域づ
くりを確固
たるものに
していくた
め、放鳥コ
ウノトリの初のヒナ誕生が確認された日
（５月２０日）を豊岡市「生きもの共生の日」
として制定しました。
　今後、毎年５月２０日を中心に、人と生き
ものとの共生を広く市民の皆さんに普及啓
発する取組みを進めていきますが、初年度
の平成２０年度は、次世代を担う子どもたち
を主人公とした「子どもワークショップ」
の開催や、子どもたちによる地元の生きも
の調査などを実施します。
《問合せ》コウノトリ共生課�２１－９０１７

▲昨年、国内の自然界で４３年ぶり
に誕生したコウノトリのヒナ＝
平成１９年５月２９日撮影、豊岡市百
合地（写真提供：県立コウノト
リの郷公園）

　

豊
岡
市
に
は
、
現
代
の
書
の
確

立
に
先
駆
的
な
業
績
を
遺
し
た
２

人
の
巨
匠
が
生
ま
れ
て
い
る
。
か

な
書
系
の
仲
田 
光 
成
   
（
竹
野
町
松

こ

う
 せ

い

本
出
身
）と
、
漢
字
書
系
の
森
田

子
龍

    

（
上
陰
出
身
）で
あ
る
。

し
り
ゅ
う

　

第
２
次
大
戦
後
、
書
は
実
用
性

が
刻
々
と
失
わ
れ
る
な
か
で
、

「
美
術
と
し
て
の
書
」
の
確
立
を

迫
ま
ら
れ
た
。
い
か
に「
お
習
字
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
す
る
か
で

あ
っ
た
。

　

仲
田
光
成
は
、
平
安
古
筆
を
徹

底
し
て
研
究
、
精
習
す
る
な
か
か

ら
現
代
の
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
か

な
を
追
求
し
、「
は
る
風
や
」
の
与

謝
蕪
村
句
に
よ
っ

て
、
い
ち
早
く
大

字
か
な
に
新
生
面

を
切
り
拓
い
た
。

　

森
田
子
龍
は
、
世
界
の
美
術
を

 
席  
捲 
し
た
抽
象
表
現
主
義
に
連
動

せ

っ
 け

ん

し
て
「 
墨  
美 
」
誌
を
創
刊
。
理
論

ぼ

く
 
び

と
制
作
の
両
面
に
お
い
て
、
書
の

現
代
化
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　

豊
岡
が
、
こ
の
よ
う
な
偉
大
な

巨
匠
を
生
み
出
し
た
の
は
、
そ
の

歴
史
と
風
土
が 
類  
稀 
れ
な
美
意
識

た
ぐ
い 

ま

を
醸
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

２
人
は
、
文
化
都
市
豊
岡
の
誇
り

で
あ
ろ
う
。

仲田光成さん

森田子龍さん

　

書
の
美
に
見
る
豊
岡
の
巨
匠
に
つ
い
て
、
美
術
評
論
家
の
田
宮

文
平
さ
ん
に
評
論
い
た
だ
き
、
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
《
問
合
せ
》
文
化
振
興
課
�　

－

1
1
６
０

２３

書
の
美
に
見
る
豊
岡
の
巨
匠 

上 



18広報とよおか　2008.4.25

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
３
月
】

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１９

（
資
母
地
区
公
民
館
）

　

日
・
三
木
川
改
修
工
事
起
工
式

２０
　
　

・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
合
橋
地
区
公
民
館
）

　

日
・
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

２３
　

日
・
高
機
能
消
防
指
令
台
完
成
式

２７
　
　

・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
高
橋
小
学
校
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

２８

（
城
崎
総
合
支
所
）

　

日
・
豊
岡
市
歌
発
表
会

２９【
４
月
】

３
日
・
豊
岡
市
女
性
交
流
会
リ

　
　
　

フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

６
日
・
日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

７
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
西
気
地
区
公
民
館
）

８
日
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ツ
ア
ー
来
市（　

日
・　

日
）

１５

２２

９
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
清
滝
地
区
公
民
館
）

　

日
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
応
援
自

１０

動
販
売
機
の
第
１
号
機
設

置
除
幕
式

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１１

（
八
代
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１２

（
国
府
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１３
　
　
　
（
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン 

 
タ
ー
・
三
方
地
区
公
民
館
）

　

３
月　

日
、
市
は
但
馬
３
市
２

３１

町
共
同
で
道
路
特
定
財
源
に
関
す

る
緊
急
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
で
す
。

　

国
会
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫

定
税
率
の
延
長
法
案
に
つ
い
て
、

つ
い
に
結
論
を
出
さ
な
い
ま
ま
、

期
限
切
れ
を
迎
え
た
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
国
会
が
協
議
や
審
議

す
ら
行
わ
な
い
と
は
、
一
体
ど
う

い
う
こ
と
か
。
政
党
が
権
力
欲
と

政
争
の
興
奮
に
と
り
つ
か
れ
、
国

民
生
活
や
地
方
自
治
へ
の
配
慮
を

捨
て
去
っ
た
、
極
め
て
異
常
で
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
但
馬
の
３
市
２
町
は
、

地
方
６
団
体
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
、

暫
定
税
率
の
延
長
と
特
定
財
源
の

堅
持
を
訴
え
て
き
た
。
特
に
暫
定

税
率
が
失
効
す
る
と
、国
、地
方
合

わ
せ
て
２
・
６
兆
円
の
財
源
が
失
わ

れ
、
道
路
の
み
な
ら
ず
福
祉
･
教

育
等
他
の
分
野
に
も
多
大
な
悪
影

響
が
出
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

暫
定
税
率
の
期
限
切
れ
に
よ
っ

て
、
３
市
２
町
は
新
年
度
予
算
の

執
行
を
一
部
凍
結
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
さ
ら

に
暫
定
税
率
が
将
来
に
わ
た
っ
て

失
わ
れ
る
と
、
平
成　

年
度
予
算

２０

の
大
幅
な
減
額
補
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
平
成　

年
２１

度
以
降
も
市
町
財
政
と
住
民
生
活

は
大
打
撃
を
受
け
る
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
、
国
会
お
よ
び

政
党
は
、
何
が
国
民
に
と
っ
て
大

切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
真
摯
な
議

論
を
行
い
、「
不
作
為
」
と
い
う
姑

息
な
手
段
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
か
つ
、
３
市
２
町
と
し
て
、

暫
定
税
率
の
確
保
を
重
ね
て
訴
え

た
い
。

　

市
町
行
財
政
に
責
任
を
負
う
市

町
長
の
立
場
か
ら
、
地
方
を
顧
み

な
い
国
会
に
対
し
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
く
正
常
な
状
態

を
取
り
戻
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

な
お
、
３
月　

日
に
も
、
市
独

２４

自
で
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
延
長
に
つ
い
て
、
緊
急
声
明
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
防
災
行
政
無
線
が

竹
野
地
域
で
開
局
し
ま
し
た
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
今
ま
で
有
線

放
送
に
よ
り
防
災
行
政
情
報
を
伝

え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
の

１６

台
風　

号
当
時
、
停
電
に
よ
り
一

２３

部
放
送
が
で
き
な
か
っ
た
地
域
が

あ
り
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
７
月
か

１９

ら
但
東
地
域
と
併
せ
て
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。海
岸
沿
い
に
は
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
も
設
置
し
、津
波
警

報
等
が
発
令
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に

放
送
す
る
仕
組
み
も
整
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
７
時　

分
か
ら

２０

開
局
記
念
放
送
と
し
て
中
貝
市
長

が
「
防
災
行
政
無
線
が
竹
野
で
開

局
し
た
今
日
を
、
防
災
・
減
災
体

制
の
充
実
に
向
け
た
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

３
月　

日
、「
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル

３１

委
員
会　

食
の
安
全
安
心
グ
ル
ー

プ
」
が
制
作
し
た
啓
発
用
紙
芝
居

（
２
作
品
）を
市
に
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
紙
芝
居
は
、
但
馬
の
豊
か

な
自
然
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
と
安
心
に
つ
い
て
啓
発

す
る
た
め
に
制
作
し
た
も
の
で
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
態
や
絶
滅
と
復

活
の
歴
史
も
盛
り
込
ま
れ
、
身
近

で
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
タ
イ
ト
ル

・
お
空
を
飛
ん
だ
メ
ダ
カ
さ
ん

・ 
陽 
菜
   

ち
ゃ
ん
の
野
菜
畑
訪
問

ひ 

な

　

な
お
、
寄
贈
を
受
け
た
紙
芝
居

は
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
活
用

し
、
貸
出
し
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲中貝市長に紙芝居を贈る「食の安全
安心グループ」の皆さん

「
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員
会 
食
の
安
全
安
心
グ
ル
ー
プ
」か
ら
紙
芝
居
の
寄
贈

紙
芝
居
で
食
の
安
全
安
心
を
啓
発

防
災
行
政
無
線
が
竹
野
地
域
で
開
局

防
災
・
減
災
体
制
の
新
た
な
一
歩

道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
緊
急
声
明
を
発
表

暫
定
税
率
廃
止
は
道
路
以
外
に
も
大
打
撃
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た
け
の
ス
タ
イ
ル 

　

竹
野
の
元
気
に
は
ず
み
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　

竹
野
の
森
、川
、海
は
、市
の「
子

ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
」
の
主

要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　

以
前
、
私
も
体
験
し
て
み
ま
し

た
。ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
で
海
に

入
っ
た
途
端
、エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
に

遭
遇
。
さ
ら
に
浜
か
ら
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
の
所
で
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
身
近
に
こ

ん
な
自
然
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち

に
売
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
考

え
て
い
た
ら
、
竹
野
の
人
た
ち
が
、

さ
っ
さ
と
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

名
付
け
て
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」。

　

竹
野
の
固
有
の
自
然
、
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
そ
の
ま
ま
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
す
。

　

３
月
下
旬
に
は
、
あ
る
旅
行
社

の
環
境
学
習
旅
行
の
担
当
者
約
１

２
０
人
を
招
い
て
、
１
泊
２
日
で

竹
野
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
売
り

込
み
ま
し
た
。
ね
ら
い
は
修
学
旅

行
の
誘
致
で
す
。

　

豊
岡
の
中
貝
営
業
部
長
と
北
前

館
総
支
配
人
の
あ
り
が
た
い
効
能

書
き
を
聞
い
た
後
、
炭
焼
き
、
シ

イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作
り
、
塩
作
り
、

兵
庫
県
最
北
端
の
灯
台
め
ぐ
り
、

ス
ク
モ
を
使
っ
た
ご
飯
炊
き
な
ど

を
実
体
験
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
ま

し
た
。
大
好
評
で
し
た
。

　
「
ス
タ
イ
ル
」
と
は
何
か
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
世
界
で
、
伊
勢
丹
の
カ
リ

ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴

び
た
藤
巻
幸
夫
さ
ん
が
、
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
モ
ー
ド
」
が
新
し
い
も
の
を
見

つ
け
て
、
人
と
違
う
ぞ
、
と
い
う

こ
と
に
価
値
を
見
出
す
の
に
対
し
、

「
ス
タ
イ
ル
」
は
自
分
の
生
き
様

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
が
ど
う
あ

ろ
う
と
、
こ
れ
が
竹
野
の
生
き
方
、

生
き
様
で
あ
る
。

　

竹
野
は
竹
野
の
ま
ま
で
い
い
の

で
す
。
別
の
も
の
に
無
理
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
「
変
わ
る
」
こ
と

で
は
な
く
「
磨
く
」
こ
と
で
す
。

意
識
し
て
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」

を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
や
が
て

全
体
と
し
て
の
豊
岡
ス
タ
イ
ル
も

出
来
上
が
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

弘
道
地
区
公
民
館
が
出
石
総
合
支
所
２
階
に
オ
ー
プ
ン

生
涯
学
習
活
動
と
防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
期
待

　

３
月　

日
、
九
州
石
油
㈱
（
本

２５

社
・
東
京
都
千
代
田
区
）
か
ら
コ

ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
１
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
社
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
社
は
毎
年

コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
へ
の
寄
付
の
ほ

か
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

へ
の
入
会
、
さ
ら
に
平
成　

年
度

１９

は
新
し
い
支
援
策
と
し
て
、
九
州

地
方
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
題
材
に
し

た
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映

や
、社
員
食
堂
で
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
」の
使
用
、城
崎
町
戸
島

湿
地
周
辺
の
里
山
で
の
、
竹
林
伐

採
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
社

員
派
遣
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
寄

付
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
常
務
取
締
役
の
松
井

裕
さ
ん
ら
２
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

中
貝
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
中
貝
市
長
が
「（
仮
称
）ハ
チ

ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
整
備
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。
こ
の
湿
地
は
将
来
、

日
本
全
体
で
も
重
要
な
湿
地
に
な

る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
と
、
松
井

さ
ん
は
「
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
弘
道
地
区
公
民
館

２９

が
出
石
総
合
支
所
２
階
に
オ
ー
プ

ン
し
、
地
元
建
設
検
討
委
員
や
関

係
区
長
、
行
政
関
係
者
な
ど
が
集

り
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
は
、
県
の
「
県
民
交

流
広
場
」
事
業
を
取
り
入
れ
て
交

流
広
場
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を

整
備
し
て
お
り
、
多
様
化
す
る
地

域
課
題
や
生
涯
学
習
活
動
の
需
要

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
多
く
の

人
々
が
集
い
、
語
り
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
発
電
装
置
の
増
設

や
来
庁
者
に
も
利
用
し
や
す
い
幅

広
い
階
段
な
ど
、
防
災
拠
点
と
し

て
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
総

合
支
所
の
改
修
も
併
せ
て
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
で
活
動
し
て
い

る
「
赤
と
ん
ぼ
の
会
」「
出
石
カ
ト

レ
ア
コ
ー
ラ
ス
」「
出
石
混
声
合
唱

団
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
は

美
し
い
歌
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

九
州
石
油
㈱
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
へ
寄
付
を
受
け
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
み
や
す
い
環
境
は
ヒ
ト
に
も
や
さ
し
い

▲ＰＲのポスターを手にする松井常務（中）
と総務グループの中井さん（右）と中貝市
長 ▲コーラスを披露する地元合唱団
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４
月
６
日
、「
第
６
回
城
崎
温
泉
流
し
び
な
」（
城

崎
町
商
工
会
主
催
）
が
城
崎
温
泉
街
を
流
れ
る
大
谿

川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
親
た
ち
が
わ
が
子
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
り
、
子
ど
も
の
分
身
と
し
て
お
ひ
な
様
に
け

が
れ
を
託
し
て
川
に
流
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を

災
難
か
ら
守
り
た
い
と
す
る
素
朴
な
古
い
習
慣
で
す
。

　

当
日
は
、
祭
り
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
の
後
、

着
物
姿
の
女
児
が
直
径
約　

セ
ン
チ
の
桶
に
入
れ
た

４０

ひ
な
人
形
を
流
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
観
光
客
ら
が
願
い
を
込
め
た
短
冊
を
流
し

び
な
に
乗
せ
、
そ
っ
と
川
面
に
流
し
、
成
就
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、
不
要
に
な
っ
た
古
着
や
布
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
衣
装
に
よ
る
手
作
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
女
性
交
流
会
と
豊
岡
く
ら
し
の
会
の
主
催
に

よ
り
初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ
の
シ
ョ
ー
は
、
会
員
や

身
近
な
方
が
モ
デ
ル
に
な
り
、結
婚
、出
産
、育
児
、仕

事
…
と
女
性
の
一
生
に
沿
っ
た
形
で
進
行
し
、
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ
ス
な
ど
約　
５０

点
が
会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

両
会
の
会
長
を
務
め
る
池
田
登
志
さ
ん
は
「
捨
て

る
前
に
『
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
再
利
用
は
で
き
な
い

か
な
』
と
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
市
内
の
小
学
校　

校
と
中
学
校　

校

３０

１０

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
野
南
小
学
校
で
は
、
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、

男
子
３
人
、
女
子
３
人
の
計
６
人
の
新
入
生
を
迎
え
、

厳
か
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
ば
で
は
、
６
年
生
が
学
校

生
活
を
絵
を
見
せ
な
が
ら
丁
寧
に
紹
介
し
、「
ド
キ
ド

キ
ド
ン
！
１
年
生
」
の
歌
を
合
唱
し
歓
迎
し
ま
し
た
。

新
入
生
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら
も
「
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
、
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
全
員

で
声
を
そ
ろ
え
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
か
わ

い
い
姿
に
参
列
し
た
保
護
者
や
来
賓
か
ら
は
、
笑
み

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲不要品から生まれ変わったドレスで華やぐステー
ジ

▲思い思いの願いを書いた短冊を乗せ、川に流す観
光客

▲元気にあいさつをする新入生一同

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

捨
て
る
前
に

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て　

」
!!

城
崎
温
泉
流
し
び
な

か
な
っ
て
ほ
し
い
な私

の
願
い
事

小
中
学
校
入
学
式

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
１
年
生

ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張　
!!
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

４
月
５
日
、
第　

回
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
教
室
を

１３

出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
で
開
催
し
、

出
石
・
但
東
地
域
の
小
学
生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４２

　

こ
の
競
技
会
は
、
児
童
の
健
や
か
な
発
育
と
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
出
石
・
但
東
地
域

（
旧
出
石
郡
）の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
豊
岡
総
合
高
校
陸
上
部
コ
ー
チ
の
杉
立

悟
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
準
備
体
操
の
大
切
さ
や
速

く
走
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
中
心
に
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
記
録
会
（　

〜
８
０
０
メ
ー
ト
ル

５０

走
）
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮

し
、
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
清
滝
桜
ま
つ
り
（
清
滝
地
区
公
民
館

１２

主
催
）
が
日
高
町
山
宮
の
清
滝
会
館
や
清
滝
小
学
校

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
庭
に
は
、
旧
清
滝
尋
常
高
等
小
学
校
の
昭
和
元

年
卒
業
生
が
昭
和
４
年
に
植
え
た
樹
齢
約　

年
の
ソ

８０

メ
イ
ヨ
シ
ノ　

本
な
ど
が
満
開
と
な
り
、会
館
前
で
は
、

１５

同
地
区
の「
ヤ
チ
ャ
を
広
め
る
会
」な
ど
が
ヤ
チ
ャ
お

ど
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
中
で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
有
志
で
つ
く
る
「
清
滝
の
桜
を
守
り
育
て

る
会
」
の
会
長
の
北
村
哲
三
さ
ん
は
「
桜
の
調
査
や

病
害
虫
の
防
除
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
桜
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲満開の桜を楽しみながら、ヤチャおどりを披露す
る参加者たち

　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
で
は
、
「
草
原
の

美　

モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
」
と
題
し
た
企
画
展
を
、

７
月　

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

１５

　

企
画
展
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
多
彩
な
衣
装
・
装
飾

品
等
を
展
示
し
、
こ
の
国
の
民
族
衣
装
の
多
様
性
や

造
形
美
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

衣
装
を
試
着
し
て
い
た
来
館
者
は
、「
独
特
の
色
と

形
で
と
て
も
珍
し
く
、新
鮮
だ
が
、な
ぜ
か
ど
こ
か
し

ら
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
観
覧
料
は
、
一
般
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
（
県
内
の

小
・
中
学
生
は
無
料
）
、　

歳
以
上
２
５
０
円
で
、

６５

常
設
展
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲記録会で自分の練習の成果を試す児童たち

▲モンゴル衣装を試着しながら、衣装・装飾品等の
展示を見る来館者

清
滝
桜
ま
つ
り

満
開
の
桜
を
楽
し
み

ヤ
チ
ャ
お
ど
り

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
・
合
同
記
録
会

気
持
ち
の
よ
い
春

さ
ぁ
走
り
出
そ
う
！

企
画
展「
草
原
の
美 
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
」

モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の

大
地
と
空
の
色
彩
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初
夏
の
風
物
詩
と
な
り
つ
つ
あ

る
「
き
の
さ
き
温
泉
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
」。こ
の
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
６
月
の
第
１
土
曜
日
、

城
崎
温
泉
街
一
帯
は
、
踊
り
手
た

ち
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
全
国

か
ら
約　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ

５０

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
現
し
た
踊
り

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
沿
道
の
観
衆

の
視
線
を
釘
付
け
に
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長
を

務
め
る
川
崎
綾
子
さ
ん
は
「
自
由

な
風
潮
と
情
熱
あ
ふ
れ
る
よ
さ
こ

い
は
、
城
崎
の
情
緒
に
ぴ
っ
た
り

で
す
。
静
の
城
崎
、
動
の
よ
さ
こ

い
。
最
高
の
組
み
合
わ
せ
で
す
」

と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

城
崎
町
商
工
会
を
母
体
と
す
る

実
行
委
員
会
で
は
、
全
国
か
ら
訪

れ
る
人
々
を
も
て
な
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
１
年
が
か

り
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

川
崎
さ
ん
が
地
元
城
崎
で
よ
さ

こ
い
を
始
め
た
の
は
、
高
知
市
の

よ
さ
こ
い
祭
り
を
テ
レ
ビ
で
見
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
豊
か
な

観
光
資
源
を
活
か
し
て
多
く
の

人
々
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
、
本
場

の
高
知
市
を
訪
問
し
、
よ
さ
こ
い

祭
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
は
、
戦
後
の
不
況
時

に
「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
阿
波
踊
り
を
参
考

に
、
高
知
商
工
会
議
所
が
中
心
と

な
っ
て
考
え
出
し
た
も
の
で
す
。

曲
も
踊
り
も
衣
装
も
自
由
で
、「
カ

タ
カ
タ
」
と
鳴
る
鳴
子
と
「
よ
さ

こ
い
鳴
子
踊
り
」
の
フ
レ
ー
ズ
を

取
り
入
れ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
気
軽
さ
と
自

由
さ
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

全
国
に
波
及
し
て
い
き
、
伝
統
や

伝
承
に
と
ら
わ
れ
な
い
ス
タ
イ
ル

が
時
代
や
流
行
音
楽
と
と
も
に
進

化
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

全
国
２
０
０
カ
所
以
上
の
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
さ
ん
は
、
祭
の
中
心
的
チ
ー

ム「
湯
上
り
美
人
参
上
」の
代
表
も

務
め
て
い
ま
す
。
平
成　

年
に
発

１０

足
し
、
市
内
在
住
の　

〜　

歳
代

１０

７０

ま
で　

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

３０

　

同
会
は
、
ま
つ
り
に
参
加
す
る

た
め
、
毎
年
３
月
上
旬
に
な
る
と

忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
、
週
３
回

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
大
会
直
前
の
５
月
下
旬
に
な
る

と
、
練
習
に
も
熱
が
こ
も
り
、
ほ

ぼ
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
川
崎
さ
ん
は
、
も
う
一

人
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
地
元
の

城
崎
中
学
校
１
年
生
の
踊
り
の
指

導
に
も
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

城
崎
中
学
校
で
は
、
学
校
活
動

の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
１
年
生

が
ま
つ
り
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
の

▲きのさき温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつり実行委
員会の委員長を務める川崎さん。日本舞
踊の名取でもある。笑顔と元気が自慢で、
趣味は旅行とドライブなど

　城崎地域には、城崎温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつりを成功させようと、準備
を進めている実行委員会があります。今回は、その中心的存在の女性
を紹介します。

情熱と躍動を感じて
踊り狂えば心も晴れる

▲メンバーの宮本邦子さん（城崎町湯島）の
指導を受けながら練習が繰り返される

学
校
が
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

地
域
を
挙
げ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
城
崎

町
民
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
で
９
回
を
数
え
る
「
き
の

さ
き
温
泉
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ

り
」。地
元
の
人
々
も
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

　

川
崎
さ
ん
は
「
踊
り
に
没
頭
す

る
と
心
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
悩
み

や
辛
い
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
う
し
て
踊
り
続
け
ら

れ
る
の
は
家
族
の
協
力
が
あ
る
か

ら
こ
そ
。
多
く
の
人
々
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
踊
り

続
け
た
い
で
す
。
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ＪＲ城崎温泉駅前で繰り広げられ
るステージイベント

第９回きのさき温泉ＹＯＳＡＫＯＩまつり　6月7日（土）開催

川崎　綾子さん（６１歳）城崎町湯島在住

観
光
の
ま
ち
城
崎
で　
　

　
　
　

よ
さ
こ
い
祭
り
を

自
由
と
気
軽
さ
が
う
け
て

　
　
　
　
　

人
気
急
上
昇

踊
れ
ば
自
然
と　
　
　

　
　
　

笑
み
が
浮
か
ぶ

地
域
住
民
も
参
加
し
て　

　

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
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但
東
地
域
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
グ
ル
ー
プ
「
こ
だ

ま
」
は
、
毎
週
木
曜
日
の
夜
、
但

東
中
央
体
育
館
で
楽
し
く
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
取

り
組
む
ス
ポ
ー
ツ
や
練
習
形
態
を

変
え
な
が
ら　

年
以
上
も
活
動
を

３０

続
け
、
現
在
、　

〜　

歳
代
の　

６０

７０

１４

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
大
岸
美
津
子
さ
ん
（
但

東
町
矢
根
）
は
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
気
軽
に
で
き
る
の
で
気

分
転
換
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ス

ポ
ー
ツ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ゴ

ム
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
、

ネ
ッ
ト
の
高
さ
を
２
メ
ー
ト
ル
に

し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
で

行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
１
チ
ー
ム

４
人
で
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
未
経
験
者
も

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
練
習
は
、
ま
ず

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
、
次

に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
そ
し
て
３

〜
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
形

式
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽

し
み
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
「
気
軽
に
で
き
て

楽
し
く
、
汗
も
か
け
る
の
で
気
持

ち
が
い
い
で
す
」
と
口
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
体
の
柔
ら
か
い
人
、

楽
し
い
話
題
で
周
り
を
盛
り
上
げ

る
人
、
控
え
め
だ
け
ど
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
上
手
な
人
…
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
が
引
き
立
て
合
っ

て
、
元
気
が
自
慢
の
「
こ
だ
ま
」

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
現
在
で
は
試
合
に
出

場
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」、そ
ん

な
気
楽
な
ス
タ
イ
ル
が　

年
以
上

３０

も
活
動
を
続
け
ら
れ
た
秘
訣
で
す
。

但
東
中
央
体
育
館
で
は
、
今
日
も

笑
い
声
が
〝
こ
だ
ま
〞
し
て
い
ま

し
た
。

▲元気が自慢のメンバー

『
こ
だ
ま
』（
但
東
）

今
日
も
楽
し
く
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

近
く
の
人
工
巣
塔
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
飛
来
す
る
小
坂
保
育
園
。
４

月　

日
、
人
形
劇
と
紙
芝
居
が
行

１４
わ
れ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
様
子

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
人
形
劇
や
紙
芝
居
を

を
見
せ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
「
ぽ

ん
ぽ
こ
劇
場
」
の
お
姉
さ
ん
と
一

緒
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
体
操
を
し

て
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
ピ
ア
ノ
の
曲
に
合

わ
せ
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
お
絵

書
き
を
し
ま
し
た
。お
手
本
に「
ゲ

ジ
ゲ
ジ
」
や
「
ア
オ
ム
シ
」
な
ど

を
書
い
た
お
姉
さ
ん
た
ち
が
「
次

に
書
い
て
み
た
い
人
い
る
？
」
と

聞
く
と
陸
く
ん

（
４
歳
）が
大
き
な

声
で
返
事
を
し
て

お
絵
書
き
に
挑
戦
。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
上
手
に
ゲ
ジ
ゲ

ジ
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
悠
く

ん（
５
歳
）と
聖
菜

ち
ゃ
ん（
４
歳
）も

ゲ
ジ
ゲ
ジ
や
ア
オ

ム
シ
を
書
い
て
、

み
ん
な
に
褒
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
次
は
楽
し
み
に
し
て
い

た
人
形
劇
の
時
間
で
す
。
四
角
く

囲
っ
た
舞
台
か
ら
顔
を
出
し
た
の

は
、
家
族
を
モ
デ
ル
に
し
て
作
っ

た
人
形
で
し
た
。
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が

次
々
に
登
場
す

る
と
園
児
た
ち

は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、

パ
ン
ダ
や
ク
マ

な
ど
の
動
物
も

登
場
し
て
、
園

児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
大
人
気

の
人
形
劇
で
し
た
。

　

次
は
紙
芝
居
で
す
。
タ
イ
ト
ル

は
「
て
ん
ぐ
と
か
っ
ぱ
の
か
み
な

り
ド
ン
」。
園
児
た
ち
は
、お
姉
さ

ん
た
ち
の
手

作
り
紙
芝
居

に
真
剣
な
表

情
で
見
入
り
、

話
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
は
、

お
姉
さ
ん
た

ち
に
お
礼
を
言
っ
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

3

小
坂
保
育
園 （
出
石
町
鳥
居
） 

〈
園
児
６９
人
〉 

み
ん
な
で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
体

み
ん
な
で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
体

操
だ
！

操
だ
！

な
ん
か
面
白
い
人
形
が
出
て

な
ん
か
面
白
い
人
形
が
出
て

き
た
ぞ
！

き
た
ぞ
！

紙
芝
居
っ
て
面
白
い
な
ぁ

紙
芝
居
っ
て
面
白
い
な
ぁ
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シ
リ
ー
ズ 

7

「
幼
稚
園
の
教
育
」 

　

永
楽
館
の
こ
け
ら
落
と
し
公
演

で
座
頭
を
勤
め
て
い
た
だ
く
片
岡

愛
之
助
さ
ん
と
は
、
ど
う
い
う
方

な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
愛
之

助
さ
ん
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

愛
之
助
さ
ん
は
、
１
９
７
２
年

の
大
阪
生
ま
れ
大
阪
育
ち
。
い
わ

ゆ
る
「 
梨  
園 
（
歌
舞
伎
役
者
一
門

り 

え
ん

の
世
界
）」の
出
身
で
は
な
く
一
般

の
家
庭
の
出
身
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
舞
台
に
立
っ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
才
能

を
見
い
だ
さ
れ
、
９
歳
の
時
に
上

方
歌
舞
伎
の
名
門
、　

代
目　

片

１３

岡
仁
左
衛
門
さ
ん
の 
部  
屋  
子 
（
幹

へ 

や 

ご

部
俳
優
の
傍
ら
で
楽
屋
で
の
行
儀

や
舞
台
の
芸
な
ど
英
才
教
育
を
仕

込
ま
れ
る
幹
部
候
補
生
の
こ
と
）

に
な
り
、
片
岡
千
代
丸
を
名
乗
っ

て
初
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
２
年
に
２
代

目　

片
岡
秀
太
郎
さ
ん
の
養
子
と

な
り
、「 
勧
進
帳 
」
の 
駿
河 
次
郎
で

か
ん
じ
ん
ち
ょ
う 

す
る
が
の

６
代
目　

片
岡
愛
之
助
を
襲
名
し

ま
し
た
。
屋
号
は
松
嶋
屋
で
す
。

　

当
初
は
、 
女
方 
か
ら
出
発
し
ま

お
ん
な
が
た

し
た
が
、
現
在
で
は
叔
父
で
あ
る

　

代
目　

片
岡
仁
左
衛
門
さ
ん
か

１５

出
石
・
永
楽
館
通
信 

座
頭
・
片
岡
愛
之
助
さ
ん
と
は
？ 

⑨ 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽
館
」 

に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室

２１
　
９
０
２
９ 

－
 

ざ 

が
し
ら 

　

市
内
に
は
、
公
立
幼
稚
園
が　
２７

園
あ
り
ま
す
。
生
き
る
力
の
基
礎

を
は
ぐ
く
む
幼
児
期
の
教
育
機
関

で
あ
る
幼
稚
園
の
主
な
取
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

●
根
っ
こ
を
育
て
る
「
す
く
す
く

プ
ラ
ン
」・
保
幼
小
の
連
携
の
推

進

　

遊
び
や
体
験
を
通
し
、
乳
幼
児

期
に
培
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
豊
か
な
心
」
と
「
健
や
か
な
体
」

を
つ
く
る
取
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
幼
稚
園
教
育
の
成
果
を
小

学
校
に
円
滑
に
引
き
継
ぎ
、
幼
児

の
学
び
が
小
学
校
以
降
の
学
習
等

へ
連
続
的
に
つ
な
が
る
よ
う
、
保

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。　　
《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
�　

－

０
０
５
３

２９

片岡愛之助丈

ら
教
わ
り
、

 
立
役 
に
お
い
て

た
ち
や
く

も
次
々
と
大
役

に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

特
に
近
年
の

活
躍
は
目
覚
ま

し
く
、
昨
年
の

夏
は
、名
作「 
鳴 なる

 
神 
」
の
鳴
神
上

か
み人

を
、
ケ
ガ
を

し
た
市
川
海
老
蔵
さ
ん
の
代
わ
り

に
、急
き
ょ
、勤
め
る
こ
と
に
な
り
、

な
ん
と
そ
の
日
か
ら
上
演
さ
れ
る

６
演
目
す
べ
て
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
舞
伎
以
外
の
分
野
で

は
、
上
方
舞
の
流
派
の
一
つ
、 
楳 うめ

 
茂  
都  
流 
の
家
元
後
継
者
に
も
内
定

も 

と 

り
ゅ
う

し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
舞

台
、
映
画
な
ど
に
も
出
演
さ
れ
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
愛
之
助
さ
ん
は
、

と
て
も
勉
強
熱
心
で
、
芝
居
好
き

な
上
に
、
端
正
で
甘
い
マ
ス
ク
に

加
え
、
さ
わ
や
か
な 
口  
跡 
（
声
の

こ
う 
せ
き

質
や
せ
り
ふ
術
の
こ
と
）
で
、
地

元
関
西
で
の
人
気
の
み
な
ら
ず
、

全
国
で
も
フ
ァ
ン
が
急
増
中
で
す
。

　

永
楽
館
は
、
調
査
結
果
か
ら
上

方
歌
舞
伎
の
流
れ
を
受
け
て
建
て

ら
れ
た
よ
う
で
、
京
阪
神
で
活
躍

し
た
役
者
の
名
前
が
館
内
に
落
書

き
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
永
楽
館
の
こ
け
ら
落
と

し
公
演
の
座
頭
を
、
上
方
歌
舞
伎

の
ホ
ー
プ
で
あ
る
愛
之
助
さ
ん
に

勤
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
そ
の

歴
史
か
ら
も
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
８
月
の
こ
け

ら
落
と
し
公
演
で
、
愛
之
助
さ
ん

に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

幼
小
の
確
か
な
接
続
を
図
る
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
幼
児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
の

推
進

　

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も

を
育
て
る
「
柳
沢
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
『
運
動
遊
び
』」
を
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
預
か
り
保
育
に
よ
る
子
育
て
支

援
の
充
実

　

預
か
り
保
育
時
間
は
、
幼
稚
園

の
教
育
時
間
終
了
後
、
午
後
２
時

ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
就
園
補
助

　

保
護
者
の
所
得
状
況
に
応
じ
て

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

幼
稚
園
保
育
料
を
減
免
し
ま
す
。

▽
対
象
者

・
生
活
保
護
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

（
所
得
調
査
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
認
め
た
世
帯
）

▽
申
請
方
法　

こ
ど
も
育
成
課
お

よ
び
各
幼
稚
園
に
設
置
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

幼
稚
園
に
提
出
く
だ
さ
い
。

▲想像力や豊かな感性を育てる「読
み聞かせ」（豊岡ひかり幼稚園）
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　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

家
族
み
ん
な
に
笑
顔
を
は
こ
ん
で
き

て
く
れ
る
陽
輝
�
あ
り
が
と
う
�
�

元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
！

（
父　
陽
・
母　
昇
子
、
塩
津
町
）

桜
菜
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
み
ん
な
を
癒

し
て
く
れ
る
ネ
�
こ
れ
か
ら
も
ス
ク

ス
ク
元
気
に
育
っ
て
ね
！

（
父　
勝
・
母　
美
由
紀
、日
高
町
堀
）

■
文
化
財
ま
ち
づ
く
り
賞

▽
玄
武
洞
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
地
区

　

同
地
区
は
、
国
土
交
通
省
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
、
２

つ
の
国
指
定
天
然
記
念
物
を
テ
ー

マ
に
、
交
流
拠
点
と
な
る
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
や
公
園
の
整
備
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全

国
大
会
の
近
畿
代
表
地
区
と
な
り

ま
し
た
。

■
表
彰
旗

▽
豊
岡
消
防
団

■
永
年
勤
続
功
労
賞

▽
宮
垣
博
文
（
但
東
町
中
山
）

▽
原
田
益
男
（
栃
江
）

■
功
績
章

▽
吉
岡
忠
次
朗
（
三
宅
）

▽
桑
田　

均
（
但
東
町
平
田
）

■
精
績
章

▽
河
口　

清
（
清
冷
寺
）

▽
椿
野
仁
司
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
山
本
邦
雄
（
竹
野
町
芦
谷
）

▽
大
石
正
浩
（
日
高
町
岩
中
）

▽
加
藤
一
夫
（
出
石
町
奥
小
野
）

■
勤
続
章

▽
松
井
勝
己
（
塩
津
町
）

▽
三
谷
壽
洋
（
庄
）

▽
榮
木　

清
（
香
住
）

▽
藤
原
福
男
（
竹
野
町
森
本
）

▽
尾
口
正
信
（
竹
野
町
椒
）

▽
木
下
和
彦
（
竹
野
町
下
塚
）

▽
福
井
謙
三
（
竹
野
町
椒
）

▽
田
村
芳
秀
（
竹
野
町
三
原
）

▽
荒
垣
吉
明
（
竹
野
町
椒
）

▽
山
口　

進
（
出
石
町
八
木
）

▽
松
嶋
義
則
（
出
石
町
上
野
）

■
学
校
賞
・
奨
励
賞

▽
五
荘
小
学
校

■
個
人
賞
・
特
選
・
Ａ
部
門

▽
平
野
倫
子
（
神
美
小
６
年
）

▽
坪
内
美
佳
（
日
高
小
６
年
）

　
（
右
２
人
は
現
在
中
学
１
年
）

　

４
月
１
日
付
で
、

柳
原
正
伸
さ
ん

（
出
石
地
域
）が
引

き
続
き
（
再
任
）、

橋
本
惠
子
さ
ん

（
豊
岡
地
域
）、
三

原
文
子
さ
ん（
豊
岡
地
域
）が
新
し

く
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
、
他
の　

人
の

１４

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、嫌
が
ら
せ
、い
じ
め
、体

罰
な
ど
）
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
活
躍
と

功
績
に
よ
り
武
中
孝
夫
さ
ん
（
豊

岡
地
域
）、
小
山
澤
恵
さ
ん
（
豊
岡

地
域
・
以
上
４
月
１
日
付
退
任
）

に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
ま
ち
交
大
賞

近
畿
地
方
大
会

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう
ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

（
敬
称
略
）

平
成　

年
度

１９　

消
防
庁
長
官
表
彰

平
成　

年
度

１９

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

第　

回 
兵
庫
県
小
学
校

４２
児
童
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

法
務
大
臣
か
ら感

謝
状
贈
呈

何
で
も
上
手
に
お
話
し
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ね
！
そ
の
笑
顔
に
癒
さ
れ

ま
す
。

（
父　
健
一
・
母　
雅
子
、
正
法
寺
）

友
達
を
大
切
に
で
き
る
思
い
や
り
の

あ
る
男
の
子
に
な
っ
て
ね
。

（
父　
竜
也
・
母　
良
子
、日
高
町
殿
）

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
あ
た

た
か
く
な
っ
た
ら
家
族
み
ん
な
で
お

で
か
け
し
よ
う
ね
。

（
父　
典
幸
・
母　
香
、正
法
寺
）

（平成１９年３月１５日生）

松 井 陽  輝 
ひろ き

ちゃん
（平成１８年１月２２日生）

川 邉 惺  也 
せい や

ちゃん

（平成１９年２月９日生）

神 矢 莉  音 
り お

ちゃん
（平成１８年３月９日生）

田 路 志  道 
し どう

ちゃん
（平成１９年３月２７日生）

渡 辺 桜  菜 
さ な

ちゃん
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽

し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
親
子
、
家
族
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
パ
ー
ト
１　
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！

▽
日
時　

５
月　

日（
金
）午
前　

１６

１０

時　

分
〜
午
後
２
時

３０

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

・
コ
ー
ナ
ー
遊
び

　
（
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
魚
釣
り
、

お
話
の
部
屋
、
人
形
劇
な
ど
）

・
う
き
う
き
バ
ザ
ー

▽
参
加
費　

無
料
（
一
部
の
コ
ー

ナ
ー
で
材
料
費
が
必
要
で
す
）

◆
パ
ー
ト
２　

劇
団
風
の
子
北
海

道
『
お
月
さ
ま
と
ゴ
ー
シ
ュ
』

▽
日
時　

５
月　

日（
土
）午
後
２

２４

時
〜

▽
場
所　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

子
育
て
学
習
室　

▽
内
容　

第
１
話
「
月
に
あ
い
に

い
っ
た
ア
ギ
サ
」
第
２
話
「
セ

ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

▽
入
場
料　

大
人
８
０
０
円
、小
・

中
学
生
３
０
０
円
、幼
児（
１
歳

以
上
）２
０
０
円

▽
販
売
場
所　

各
地
域
の
子
育
て

セ
ン
タ
ー

▽
問
合
せ　

と
よ
お
か
・
こ
ど
も

ま
つ
り
実
行
委
員
会（
子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
）�　

－
４
６
０
４

２４

　

潮
風
に
吹
か
れ
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

５
月　

日（
日
）午
前
９

１１

時　

分
〜
午
後
２
時

３０

▽
場
所　

田
結
漁
港

▽
内
容　

無
料
コ
ー
ナ
ー　

わ
か

め
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
体
験
航
海

　

販
売
コ
ー
ナ
ー　

　

海
産
物
、
生
・
干

　

わ
か
め
、
鮮
魚
な
ど

▽
問
合
せ　

田
結
わ
か
め
祭
り
実

行
委
員
会
�　

－

２
２
０
７

２８

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
来
館
者
に

配
布
す
る
施
設
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
郵
送
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

▽
広
告
サ
イ
ズ
･
募
集
枠

　

５
セ
ン
チ
×
８
セ
ン
チ
・
１
枠

▽
掲
載
位
置　

裏
面

▽
作
成（
配
布
）部
数　
　

万
部

２０

▽
広
告
料　

１
０
０
、０
０
０
円

◆
封
筒

▽
広
告
サ
イ
ズ
･
募
集
枠　

　

５
セ
ン
チ
×　

セ
ン
チ
・
長
３

１０

封
筒
１
枠
、
角
２
封
筒
２
枠

▽
掲
載
位
置　

裏
面

▽
作
成
部
数　

各
４
千
部

▽
広
告
料　

　

１
枠
当
り
５
、０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

４
月　

日（
水
）〜

３０

５
月　

日（
水
）

１４

※
申
込
み
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
配
布（
使
用
）期
間　

７
月
１
日

（
火
）〜
平
成　

年
６
月　

日

２１

３０

（
火
）

※
期
間
内
に
作
成
部
数
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
日
ま
で

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

　

リ
文
化
館
�　

－

７
７
５
０

２３

と
よ
お
か
・
こ
ど
も
ま
つ
り

▽
日
時　

５
月　

日（
土
）午
後
１

１７

〜
４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　
４
階　
中
会

議
室

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

有
料
広
告
募
集

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

第
９
回　
田
結
わ
か
め
祭
り

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

　

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

催

し

催

し

相

談

相

談

募

集

募

集
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豊
岡
の
特
産
品
と
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。

◆
マ
ロ
ニ
エ
の
里
「
味
便
り
」

　

神
鍋
高
原
か
ら
、
採
れ
た
て
の

野
菜
な
ど
旬
の
味
を
、
季
節
ご
と

に
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期
・
内
容

▽
会
費　

１
便
に
付
き
５
、０
０

０
円

▽
特
典　

夏
、
秋
、
冬

　

の
計
３
回
を
申
込
み

　

の
方
は
、
１
年
間
、
か
ん
な
べ

湯
の
森
「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
利
用
料

金
３
割
引（
５
人
ま
で
）な
ど

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

道
の
駅「
神

鍋
高
原
」
�　

－

１
３
３
１

４５

◆
ふ
る
さ
と
竹
野
会「ふ

る
さ
と
便
」

　

竹
野
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た
特
産
品
を
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期
・
内
容　

▽
年
会
費　

１
３
、０
０
０
円

▽
特
典　

竹
野
町
の
旅
館
、
民
宿

が
特
別
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

　

支
所
総
務
課
�　

－

１
１
１
１

４７

◆
但
東
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
便
」

　

但
東
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
届
け
ま
す
。

▽
発
送
時
期
・
内
容　

▽
年
会
費　

１
０
、０
０
０
円

▽
特
典　

シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ

や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
「
但
東
自
然
の

郷
」
の
宿
泊
料
金
の
割
引
き
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
料
金

の
割
引
き
、
た
ん
と
う
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
の

招
待
券
な
ど

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　

但
東
シ
ル
ク
ロ
ー

　

ド
観
光
協
会　

　

�　

－

０
５
０
０

５４

〜
真
心
込
め
た
贈
り
物
〜

豊
岡
の
特
産
品
情
報

第
１
便

第
２
便

第
３
便

７
月

中
旬

９
月

中
旬

　

月
１２中

旬

団
子
の
粉
、き
な
粉
、

ハ
チ
ミ
ツ
、キ
ャ
ベ

ツ
、
玉
ね
ぎ
な
ど

新
米
こ
し
ひ
か
り
、

山
椒
味
噌
、ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、溶
岩

ジ
ャ
ン
ボ
饅
頭
、か

ぼ
ち
ゃ
な
ど

栃
も
ち
、
白
も
ち
、

神
鍋
つ
る
し
柿
、ま

る
ご
と
味
噌
な
ど

第
１
便

第
２
便

９
月

　

月
１２

但
東
産
新
米

杵
つ
き
も
ち
、せ
い

き
そ
ば
、青
大
豆
味

噌
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

球
根
な
ど

第
１
便

第
２
便

第
３
便 　

月
１２上

旬
３
月

上
旬

６
月

上
旬

栃
も
ち
・
白
も
ち
、

手
づ
く
り
こ
ん

に
ゃ
く
、三
原
味
噌

な
ど

海
産
物
・
農
産
物　
１６

品
目
の
中
か
ら
希

望
の
２
品

栃
も
ち
・ 
蓬 
も
ち
、

よ
も
ぎ

じ
ん
ば
の
佃
煮
、新

わ
か
め
な
ど

　

市
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
市
民
活

動
の
基
本
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
自
主
的
・

主
体
的
な
取
組
み
に
対
し
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

自
治
会
・
各
種
実

行
委
員
会
・
市
民
で
構
成
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど

▽
対
象
事
業　

ソ
フ
ト
事
業
（
イ

ベ
ン
ト
開
催
、交
流
活
動
な
ど
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

新
た
な
取
組
み
と
認
め
ら
れ
る

事
業

①
地
域
力
の
活
性
化
を
図
る
事
業

②
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
事
業

③
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業

④
参
画
と
協
働
の
促
進
を
図
る
事

業
▽
事
業
実
施
期
間　

４
月
１
日（
火
）

〜
平
成　

年
３
月　

日（
火
）の

２１

３１

間
に
実
施
し
、
完
了
す
る
事
業

▽
助
成
金
額　

１
事
業　

万
円

３０

（
限
度
額
）

※
最
長
２
年
間
助
成
。
１
年
目
の

補
助
率
は
助
成
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
。
２
年
目
は
３
分

の
１
以
内
。

▽
申
込
期
間　

５
月
１
日（
木
）〜

　

日（
金
）

３０
▽
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
事
業

企
画
書
の
書
類
審
査
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
地
域
力

再
生
事
業
選
考
委
員

　

会
が
選
考

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　

政
策
調
整
課
企
画
係

　

�　

－

９
０
２
２
お

２１

　

よ
び
各
総
合
支
所
総

　

務
課

〜
地
域
活
動
団
体
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
〜

地
域
力
再
生
事
業
を
募
集
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◆
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

▽
日
時　

５
月　

日（
木
）・　

日

２２

２３

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

▽
対
象　

消
防
法
第
８
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
防
火
管
理
者

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防

火
対
象
物
に
お
い
て
、
防
火
管

理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂

行
で
き
る
方
で
、
管
理
的
ま
た

は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
方

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

▽
受
講
料　

４
、０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
、
使
用
器
材
費
用
含
む
）

▽
申
込
期
限　

５
月　

日（
金
）

１６

▽
申
込
場
所　

消
防
本
部
予
防
課

お
よ
び
各
分
署
、
出
張
所
、
駐

在
所

◆
平
成　

年
度
危
険
物
取
扱
者
保

２０

安
講
習

▽
講
習
種
別
・
講
習
日
時

・
給
油
取
扱
所
講
習　

　

７
月　

日（
金
）

２５

・
全
区
分
講
習
（
従
事
す
る
危
険

物
施
設
の
種
類
を
問
わ
な
い
）

　
　

月　

日（
金
）

１１

２８

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

市
民
会
館

▽
対
象　

危
険
物
施
設
に
お
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
危
険
物
取
扱
者
で
、
消
防
法

に
よ
り
平
成　

年
度
に
受
講
し

２０

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▽
申
込
期
間　

５
月
７
日（
水
）〜

　

日（
金
）

２３
▽
申
込
方
法　
（
財
）兵
庫
県
危
険

物
安
全
協
会
（
〒
６
５
０
‐
０

０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
４
丁
目　

‐
３
）
へ
配
達
記

１６

録
郵
便
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
手
数
料　

４
、
７
０
０
円

の
兵
庫
県
収
入
証
紙　

▽
申
請
書
配
布
場
所　

消
防
本
部

予
防
課
お
よ
び
各
分
署
、
出
張

所
、
駐
在
所

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

�　

－

８
０
３
６

２４

▽
日
時　

５
月　

日（
火
）午
後
２

２０

時
〜
４
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
使
っ
た
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義

花
の
講
習
会「
5
月
講
座
」

巳
さ
ん

▽
受
講
料　

２
、０
０
０
円（
材
料

費
含
む
）

▽
申
込
期
限　

５
月
７
日（
水
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

　

気
軽
に
で
き
る
有
酸
素
運
動
で
、

あ
な
た
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
･
改
善
に
も
効

果
的
で
す
。

▽
日
時　

毎
週
月

曜
日
午
前　

時
〜　

時
（
祝
日

１０

１１

等
除
外
日
が
あ
り
ま
す
）

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
民

４０

▽
参
加
費　

１
回　

２
０
０
円

▽
持
ち
物　

運
動
用
上
履
き
、
飲

み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
問
診
表
の
記
入
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
健
康

福
祉
課　

�　
－

９
０
５
５

２１

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

教

室

教

室

▽
期
間　

５
月
〜　

月
の
第
２
・

１１

第
４
土
曜
日
（
講
師
の
都
合
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

▽
場
所　

市
民
会
館

◆
水
彩
画
教
室

・
内
容　

静
物
デ
ッ
サ
ン
か
ら
風

景
画
ス
ケ
ッ
チ
ま
で　

・
講
師　

小
牧
千
里
さ
ん

◆
油
絵
教
室　

・
内
容　

初
心
者
の
た
め
の
基
礎

か
ら
表
現
の
養
成　

・
講
師　

佐
伯
武
彦
さ
ん

◆
彫
塑
教
室

・
内
容　

木
、
石
こ
う
、
粘
土
の

感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
基
礎

か
ら
表
現
力
の
養
成

・
講
師　

秦　
榮
一
郎
さ
ん

▽
定
員　

各
教
室　

人（
先
着
順
）

１５

※
受
講
者
が
５
人
以
下
の
場
合
は

開
講
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無
料

※
材
料
費
相
当
額
は

個
人
負
担　

▽
申
込
期
限　

５
月　

日（
火
）

１３

▽
開
講
式　

５
月　

日（
土
）午
後

１７

１
時　

分
〜

３０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習

課
中
央
公
民
館　

　

�　
－

９
０
５
１

２１
文
化
教
室
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▽
対
象
者　

有
効
期
限
が
７
月　
３１

日
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る　
２０

歳
未
満
の
方（
８
月
１
日
現
在
）

▽
受
付
期
間　

５
月
１
日（
木
）〜

６
月　

日（
月
）

３０

▽
必
要
書
類
等

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
更
新
交
付
申
請
書

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
意
見

書（
医
師
の
記
載
に
よ
る
）

・
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用
意
見
書

（
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
者

の
み
。
医
師
の
記
載
に
よ
る
）

・
所
得
を
証
す
る
書
類

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
患
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写

し
・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
の
写
し
（
重
症
申
請
者
の

み
）

制

度

制

度

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

スポーツ教室

　スポーツ教室参加者を募集します。

対象場所時　間曜　日種　目

小学生
女子

竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

１８：００～２０：００毎週火・木曜日少女バレー
ボール 　９：００～１２：００毎週土・日曜日

小学生１６：００～１９：００毎週水・金曜日　
ミニバスケット
ボール

婦人
２０：００～２２：００毎週水曜日家庭婦人

バレーボール ２０：３０～２２：００毎週土曜日

成人２０：００～２２：００毎週木曜日バレーボール

どなた
でも

２０：００～２２：００毎週木曜日
ビーチボール
バレー

小学生
以上

１９：３０～２１：００毎週水・木曜日
剣　道

１８：３０～２１：００毎週土曜日

２０：００～２２：００毎週水・土曜日柔　道

１７：００～１９：００毎週土曜日空手道

▽申込期限　５月８日（木）
▽申込み・問合せ　教育委員会竹野分室

　　　　　　　　　�４７－１１１１

　

休
日
急
病
診
療
所
で
は
、
日
曜

日
、
祝
日
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
連
休
中
も
開
設
し
ま
す
。

▽
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

▽
連
休
中
の
診
療
日　

　

４
月　

日（
火
・
祝
）、５
月
３
日

２９

（
土
・
祝
）、４
日（
日
・
祝
）、５
日

（
月
・
祝
）、
６
日（
火
・
休
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分　

午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
問
合
せ　

休
日
急
病
診
療
所

　

�　

－

９
２
１
９（
城
南
町　

‐
６
）

２３

２３

・
重
症
患
者
認
定
申
請
書
（
重
症

　

申
請
者
の
み
）　

▽
申
請
･
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福

　

祉
事
務
所
保
健
指
導
課　

　

�　

－
３
６
６
２

２６

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
児
童
の
健

全
育
成
を
推
進
し
、
社
会
体
育
の

振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
費
を
補
助

し
ま
す
。

▽
交
付
金
額

　

１
チ
ー
ム
２
０
、０
０
０
円

▽
申
込
期
限　

６
月　

日（
月
）

３０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
�　

－

９
０
２
３
ま
た

２１

は
各
総
合
支
所
教
育
分
室

休
日
急
病
診
療
所
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
診
療

そ
の
他

そ
の
他

豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体

活
動
補
助
金

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
５
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
診
療
時
間
は
、

　

午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
で
す
。

▽
問
合
せ　

公
立

　

豊
岡
病
院
緊
急

　

受
付

　

�　

－

６
１
１
１

２２
公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師・住所月　日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

４日

５

月

中沢　洋
（豊岡市出石町）

１１日

国谷正史
（養父市八鹿町）

１８日
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左
記
の
保
育
園
で
は
、
在
宅
の

親
子
を
対
象
に
公
開
保
育
を
行
い

ま
す
。
季
節
の
行
事
な
ど
も
取
り

入
れ
て
活
動
し
ま
す
。「
子
育
て
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
も
あ
り
ま
す
の
で

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

在
宅
の
０
〜
５
歳
の
児

童
と
そ
の
保
護
者

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

▽
持
ち
物　

上
履
き
、
帽
子
、
着

替
え

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
駐

車
場
の
都
合
に
よ
り
、自
転
車
ま

た
は
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
保
育
園
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
保
育
園
係

　

�　

－

０
０
５
３

２９

　

左
記
の
保
育
園
で
、
園
庭
を
開

放
し
ま
す
。
親
子
で
、
遊
具
で
遊

ん
だ
り
、
砂
遊
び
な
ど
を
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
開
放
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
２１

３
月
（
祝
日
を
除
く
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

各
保
育
園
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
保
育
園
係

　

�　

－

０
０
５
３

２９

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
公
開
保
育

保
育
園
園
庭
開
放

第１回開催日実　施　月電　話

５月１４日

第２水曜日
ただし、２
月のみ第２
木曜日　　５月～平成２１年２月

２８－２１０７港保育園

２２－３９６０城南保育園

２３－００１８西保育園

２３－３８９３東保育園

４７－０１５３竹野保育園

４８－０３００森本へき地保育園

５月１３日第２火曜日５４－０１０５合橋保育園

５月１６日第３金曜日５５－０４０５高橋保育園

５月１５日第３木曜日５月～平成２１年３月５６－０２４５資母保育園

６月１１日第２水曜日６・７・９月～平成２１年１月２３－２７７２豊陵保育園

公開保育

時　　間曜　　日電　話

　９：３０～１１：００毎週水・金曜日　

２８－２１０７港保育園

２２－３９６０城南保育園

２３－００１８西保育園

２３－３８９３東保育園

４７－０１５３竹野保育園

４８－０３００森本へき地保育園

　９：００～１１：００毎週月～土曜日　

５４－０１０５合橋保育園

５５－０４０５高橋保育園

５６－０２４５資母保育園

１０：００～１５：００第２・第４月曜日
２４－０４６２みえ保育園

　９：３０～１５：００毎週土曜日　　　

　９：３０～１１：４５毎週土曜日　　　２９－３９００チャイルドハウス保育園

　９：００～１１：００

毎週水曜日　　　

４２－１７１７こくふ保育園

　９：３０～１１：００４２－１７３１八代保育園

　９：００～１１：３０４２－０１６９蓼川保育園

　９：００～１１：００４２－１１２２蓼川第二保育園

　９：００～１１：００４２－１０５６静修保育園

　９：００～１１：００４４－０６１０三方保育園

　９：００～１１：３０４５－０４５０清滝保育園

　９：００～１１：００４５－０１５２西気保育園

　９：３０～１４：００毎週月曜日　　　３２－２２６９城崎保育園

　９：００～１１：００毎週水曜日　　　５２－２１３７出石愛育園

１０：００～１１：３０毎週月～金曜日　５３－２７００小坂保育園

園庭開放
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ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

日
本
郵
便
で
は
、
重
度
の
身
体

障
害
者
や
重
度
の
知
的
障
害
者
に
、

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便
ハ
ガ
キ
を

入
れ
た
も
の
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
、
ま
た

は
１
度
、
２
度
の
方

▽
配
布
ハ
ガ
キ　

通
常
郵
便
ハ
ガ

キ
の
「
く
ぼ
み
入
り
」、「
無
地
」、

ま
た
は「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」

の
い
ず
れ
か
を
選
択
く
だ
さ
い
。

※
く
ぼ
み
入
り
ハ
ガ
キ
は
、
ハ
ガ

キ
の
表
面
左
下
部
に
半
円
形
の

く
ぼ
み
を
入
れ
、
上
下
・
表
裏

が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
ハ
ガ
キ

で
す
。

▽
配
布
枚
数　

１
人　

枚
２０

▽
申
込
方
法　

最
寄
り
の
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）に
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
可
能
で
す
。

※
所
定
用
紙
は
、
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
く
）
の
ほ
か
、
福

祉
事
務
所
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵

送
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

６
月
２
日（
月
）

▽
問
合
せ　

郵
便
事
業
㈱
豊
岡
支

店
郵
便
課
�　

－

０
２
６
０

２３

　

近
年
、
増

加
傾
向
に
あ

る
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作

物
被
害
に
対

処
す
る
た
め
、

シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
の
一
斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

駆
除
期
間
中
に
入
山
さ
れ
る
方
は
、

蛍
光
色
な
ど
目
立
つ
色
の
服
装
で

入
山
す
る
な
ど
、
事
故
防
止
に
協

力
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

５
月　

日（
土
）〜
７
月

１０

　

日（
日
）ま
で
の
土
･
日
曜
日

１３
▽
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
日
没

３０

▽
駆
除
方
法　

山
中
で
の
猟
銃
に

よ
る
駆
除
（
豊
岡
市
有
害
鳥
獣

駆
除
班
に
委
託
し
実
施
）

▽
駆
除
対
象
区
域　

市
内
一
円

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
政
係

�　
－

１
１
２
７
お
よ
び
各
総

２３
合
支
所
地
域
整
備
課

　

４
月　

日
に
執
行
さ
れ
た
農
業

１０

委
員
会
委
員
選
挙
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、

す
べ
て
の
選
挙
区
に
お
い
て
無
投

票
と
な
り
、
次
の　

人（
敬
称
略
）

３０

が
委
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
４
月　

日（
月
）

２１

〜
平
成　

年
４
月　

日（
水
）ま
で

２３

２０

で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
行
政
委

員
会
で
す
。
農
業
委
員
は
、
今
回

の
選
出
委
員　

人
と
市
議
会
、
Ｊ

３０

Ａ
な
ど
か
ら
の
選
任
委
員
６
人
で

構
成
さ
れ
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　

農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用

な
ど
の
審
査
を
は
じ
め
、農
業
者
の

代
表
機
関
と
し
て
、農
地
の
有
効
利

用
や
農
業
の
担
い
手
の
育
成
、ま
た

農
業
者
の
声
を
行
政
や
政
策
へ
反

映
さ
せ
る
た
め
の
建
議
等
、地
域
農

業
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

豊
岡
市
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
結
果

有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除

氏名（住所）氏名（住所）定数選挙区

吉　田　和　明（一日市）竹　岡　俊　彦（気比）
４人第１

森　田　敏　兼（辻）鞍　留　昌　夫（新堂）

稲　葉　哲　郎（祥雲寺）平　田　敏　通（森尾）

６人第２ 竹　中　義　行（木内）小　西　勝　市（加陽）

大　字　健　一（清冷寺）川　邉　高　一（佐野）

花垣宗兵衛（竹野町阿金谷）川　崎　　　登（城崎町楽々浦）
３人第３

－田　中　　　寛（竹野町須野谷）

森　田　�　久（日高町荒川）猪　口　保　典（日高町観音寺）

８人第４
和多田道圓（日高町栗栖野）井　垣　榮　信（日高町山本）

飯　田　�　吉（日高町名色）宮　下　　　肇（日高町竹貫）

井　垣　壽　澄（日高町夏栗）白　�　卓　美（日高町藤井）

岡　田　義　弘（出石町三木）岸　中　史　好（出石町川原）

５人第５ 多　根　岩　男（出石町宮内）徳　網　武　男（出石町奥山）

－瀬　尾　　　晃（出石町嶋）

宮　嶋　重　喜（但東町小谷）小　西　康　之（但東町中山）
４人第６

井　上　敦　實（但東町薬王寺）小　畑　琢　美（但東町中藤）

▽問合せ　選挙管理委員会�２３－５４５４
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5月の予定
市立図書館本館5月のカレンダー

土金木水火月日

321
10987654
17161514131211
24232221201918
31302928272625

■■　は休館日です。　

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

おはなしのゆりかご
１日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしのへや場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
１日・８日・１５日・２２日・２９日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

本館　おはなしのへや場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東総合支所１階）　

土曜としょかん
～おかあさん、ありがとう～

１０日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしのへや・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・こいのぼり（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
９日（金）申込期限

おはなし会
２４日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

１０日（土）午前１１時～１０日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター１階）　

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

絵本からのおくりもの
１０日（土）・２４日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし会
２５日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

７日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２４日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそびなど内　容

おはなし会

第２回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分１８日（日）日　時 〈中級〉午後３時～４時３０分

本館視聴覚講演室（２階）場　所

２日（金）・１６日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなしのこべや
１０日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙あそび内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２
（城崎総合支所２階）　

土曜おはなしのへや
２４日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし玉手箱
１０日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
「ともだちいっぱいできるかな！」楽しい絵本の
読み聞かせ、おはなし、詩、歌など内　容

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
（竹野総合支所３階）　

読み聞かせ講座（全２回）

午後２時～４時第１回　１０日（土）日　時 第２回　２４日（土）
城崎総合支所　大会議室場　所
子どもの読書活動に携わっている方、絵本の読
み聞かせに関心のある方対　象

第１回・基礎講座、第２回・実践講座内　容
橋本しげみさん（前児童奉仕専門員）講　師
３０人（先着順）定　員
９日（金）申込期限
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5月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館２階） 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

おはなし広場

３日・１０日・１７日・３１日　いずれも土曜日
午前１０時３０分～１１時日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所

子育て中の親子対　象

絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容

なかよし広場

８日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時

豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所

２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象

親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

平成２０年度から、開催日が木曜日になりました。その他

とよおか・こどもまつり
パート１「みんなであそぼ」
１６日（金）午前１０時３０分～午後２時日　時

豊岡市民プラザ場　所

子育て中の親子対　象
いろいろな遊びのコーナーやお話の部屋（人
形劇もあります）、バザー内　容

昼食コーナーもあるので、弁当持参で参加で
きますその他

こどものこころ育ち講座
２８日（水）、６月４日（水）午後１時３０分～３時３０分日　時

豊岡市民プラザ　練習室場　所

子育て中の保護者　２０人　※１５人まで保育あり対　象

子どものこころの発達、しつけのポイント内　容

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師
１２日（月）～２３日（金）申込期間

パート２劇団風の子「お月さまとゴーシュ」

２４日（土）午後２時　※開場：午後１時４５分日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所

子育て中の親子対　象

劇団「風の子北海道」による公演内　容
大人８００円、小・中学生３００円、幼児（１歳以上）
２００円入場料

１５０人定　員

チケットは各子育てセンターにあります。その他

おやこふれあいたいむ
２６日（月）午前１０時３０分～１１時日　時

子育て総合センター　ふれあい広場場　所

子育て中の親子対　象

リズム遊びをしたり、紙芝居を見ます。内　容

ほっとたいむ

２２日（木）午前１１時～１１時１５分日　時

子育て総合センター　ふれあい広場場　所

子育て中の親子対　象

童謡などを一緒に歌う内　容

お子さんの身長や体重の計測もします。その他 出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高総合支所３階） 

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館） 

絵本の読み聞かせ会
２２日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター３階） 

遊ぼう会
１４日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
室内遊び内　容

２０日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

絵本の読み聞かせの会
１２日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

１９日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

手遊び・ダンスの会

子育てミニ講話
２３日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
日高子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
保健師の講話「排泄とトイレトレーニング」内　容

いずし古代学習館見学＆自然と親しもう
２６日（月）午前１０時３０分～午後１時３０分日　時
いずし古代学習館場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
お弁当・お茶・おやつ・敷物・着替えなど持ち物
参加希望者は、事前に連絡ください。その他

自然体験「おいしいおいもにな～れ！」
２１日（水）午前１０時～１１時３０分　※雨天順延日　時
さつまいも畑（但東町相田）場　所
子育て中の親子対　象
サツマイモ、サトイモ苗植え内　容
お茶、帽子、長靴、汚れてもよい服装持ち物
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）　〒６６８‐００３１　豊岡市大手町４‐５

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

　映画「佐賀のがばいばあちゃん」上映会の後には、
島田洋七の「笑いあり、涙あり、抱腹絶倒」型破り
な講演会をお楽しみください。

　６月８日（日）
　開演１３：３０（開場１３：００）
　第１部　映画上映１３：３０～
　第２部　講演会１５：３０～
◇入場料　全席自由
　大人１，５００円
　中学生以下１，０００円
　（友の会は各３００円引き、
　当日券は各５００円増）
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入でき
　　ます）

■島田洋七
　講演会と映画 ｢佐賀のがばいばあちゃん ｣

島田洋七

出石文化会館ひぼこホール
�５２‐６２２２　ＦＡＸ５３‐２１３１　（月・火曜日休館）

◇開催日時　８月１７日（日）１３：００～
◇開催場所　ほっとステージ
◇応募資格　高校生バンド（ソロ、
　　　　　　グループ、ジャンル
　　　　　　を問いません。ただ
　　　　　　し、代表者の保護者の同意が必要です）
◇応募方法　カセットテープ、ＭＤ等に得意な曲１曲（オ

リジナル、コピーを問わない）を録音し、所
定の応募用紙に必要事項を記入の上、
持参または郵送ください。

◇応募期間　５月１日（木）～７月１４日（月）必着
◇審査方法　応募のカセット等により１次選考（選考日７

月１６日（水））を行い、出場５団体を選びま
す。その後、８月１７日（日）の最終選考で
最優秀バンドを決定します。

◇賞　　品　最優秀バンドには、当日の演奏を録音し
たオリジナルＣＤ５０枚を、優秀バンドには、
２０枚を進呈します。

■第５回　高校生バンド☆バトル　出場者募集

■市民芸術文化招へい事業の募集
　市民団体が、市民プラザの「ほっとステージ」を使用
し、プロのアーティストによる演劇や演奏会を開催する
場合に、最大１５万円の補助を行います。平成２０年度に
開催する企画について募集します。
◇対象団体・芸術文化事業を行うことを主たる目的

とした団体
　　　　　・代表者および事務局が確立している団体
　　　　　・代表者が市内に在住または在勤である団体
　　　　　・営利を目的としない団体
◇対象事業・市民プラザを使用して行う優れた芸術

文化事業であること
　　　　　・専門家（プロ）の招へいによって行う有

料の事業であること。ただし、政治や
宗教の広報宣伝、営利および一門の発
表を目的とする事業は除く

◇補　助　額　５万円～１５万円（団体が実施する事業に
要する経費の一部で、事業計画の内容を
踏まえて、予算の範囲内で決定します）

◇応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、
持参または郵送ください。

　 数  奇 な運命に 絆 され、盗っ人家業に迷い込んだ５
すう き ほだ

人が、弁天小僧を中心に大江戸八百八町を舞台に繰
り広げる悲しくも痛快な本格的人情時代劇をお楽し
みください。
　７月１３日（日）
　昼の部　開演１３：００
　　　　　（開場１２：３０）
　夜の部　開演１８：３０
　　　　　（開場１８：００）
◇入場料　全席指定
　Ａ席１，５００円
　Ｂ席１，０００円
　桟敷席（ペア）２，４００円
　（当日券は各５００円増）
◇発売開始日
　友の会５月１８日（日）
　一　般５月２８日（水）

■中野勘太郎一座「白波五人男」

■フォークまつり
　フォークを中心としたアコースティック系音楽のまつり
です。５組の地元出演者に加え、ゲストに杉田二郎さん
をお迎えします。

　５月１１日（日）開演１５：００（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　自由電子、えんぴつせっと、正垣　稔とそ

の仲間たち、吉田村、ほっとみるく
◇入場料　全席自由　一般（シングル）２，０００円
　　　　　（ペア）３，５００円　高校生以下１，５００円
　　　　　〔当日券は一般（シングル）２，５００円、高校生

以下１，８００円　ペアチケットは前売りのみ〕
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、

５月１日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※上記のチケットは、市民プラザのほかに、市民会館、図
書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこホール、但東
市民センターでも購入できます。

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、交流サ
ロンを利用して、毎月 1回程度コンサートを開催しています。
お気軽にお立ち寄りください。

　５月１０日（土）開演１３：００
◇場　所　交流サロン　　　　◇出　演　木もれ陽
◇内　容　オカリナ＆ギター　◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音楽活動の
　発表の場として利用ください。

■第４６回　サロンコンサート

　あなたも戯曲（芝居の台本）を読んでみませんか？
◇講座期間　６月～８月１４：００～１６：００（原則として平日）

※８月に「交流サロン」で発表公演を行います。
◇場　　所　リハーサル室　◇受　講　料　無料
◇参加資格　５０歳以上の方　◇募集人数　１０人程度
◇応募方法　所定の応募用紙またはハガキに住所 ､氏

名、年齢、性別、電話番号を記入の上、持
参、郵送またはファックスで申し込みください。

◇応募期限　５月３１日（土）

■５０歳からのドラマリーディング体験講座
読みしばい「ゆうゆうクラス」受講生募集
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月の主な行事 

平成２０年 

5
May

●都市計画税のあり方の見直し市民説明会
（１９：３０～竹野総合支所）（木）１

●第２０回大学等就職面接相談会　セレクショ
ン　イン　たじま

（１３：００～日高町土居　ホテル幸祥）
（金）２

憲法記念日
●第２２回北前まつり（９：３０～竹野浜海水浴場）
●大生部兵主神社春の大祭

（１４：００～但東町薬王寺）
●しょうぶ湯まつり（～５日城崎温泉外湯）

（土）３

みどりの日（日）４
こどもの日
●幟まわし（１３：００～出石神社）
●第１４回筝チャリティーコンサート

（１４：００～豊岡市民プラザ）

（月）５

振替休日（火）６
●都市計画税のあり方の見直し市民説明会

（１９：３０～出石総合支所）（水）７
●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●母の日カーネーションづくり教室

（１３：００～コウノトリ本舗）
●市民と市長の座談会

（１９：３０～竹野南地区公民館）

（木）８

●市民と市長の座談会
（１９：３０～中竹野地区公民館）（金）９

●キッズテニス教室
（１０：００～戸牧　豊岡スポーツセンター）

●サロンコンサート「オカリナ＆ギター」
（１３：００～豊岡市民プラザ）

●市民と市長の座談会
（１９：３０～竹野地区公民館）

（土）１０

●第９回田結わかめ祭り（９：３０～田結漁港）
●子どもの野生復帰大作戦「大人コース」

（９：３０～竹野町三原区）
●第８７回水道まつり（１０：３０～寿公園他）
●フォークまつり（１５：００～豊岡市民プラザ）

（日）１１

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

●都市計画税のあり方の見直し市民説明会
（１９：３０～城崎総合支所）

（月）１２

（火）１３
●遊ぼう会（１０：００～城崎子育てセンター）
●野菜の苗植え（１０：００～出石子育てセンター）
●都市計画税のあり方の見直し市民説明会

（１９：３０～日高文化体育館）

（水）１４

●都市計画税のあり方の見直し市民説明会
（１９：３０～但東総合支所）（木）１５

●とよおか・こどもまつり　パート１
（１０：３０～豊岡市民プラザ）（金）１６

●５時間耐久ジョギング・ウォーク
（８：００～植村直己記念スポーツ公園）

●子どもの野生復帰大作戦「子どもＡコース」
（９：３０～竹野町三原区）

●キッズテニス教室
（１０：００～戸牧　豊岡スポーツセンター）

●第５回白日会大型選抜展「伊藤清永と白日
会」（～６月１６日伊藤清永美術館）

（土）１７

●子どもの野生復帰大作戦「子どもＢコース」
（９：３０～たけのこ村）

●第１０回ラヴ・ジ・アース（竹野海岸）
（日）１８

●手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高子育てセンター）（月）１９
豊岡市「生きもの共生の日」
●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●花の講習会（１４：００～日高農村環境改善センター）

（火）２０

（水）２１
●絵本の読み聞かせ

（１０：３０～城崎子育てセンター）
●国際生物多様性の日イベント“コウノトリシ
ンポジウム”（１３：３０～豊岡市民プラザ）、
“ミュージカル「火の鳥」”（１９：００～市民会館）

（木）２２

●手遊び・ダンスの会
（１０：３０～日高子育てセンター）（金）２３

●とよおか・こどもまつり　パート２「お月さまと
ゴーシュ」（１４：００～子育て総合センター）（土）２４

●第１３回奈佐森林公園まつり
（９：００～奈佐森林公園）

●子どもの野生復帰大作戦「子どもＣコース」
（９：３０～竹野川）

●ＴＡＪＩＭＡＤＯＯＭＥフェスティバル２００８
（１０：００～但馬ドーム）

（日）２５

（月）２６
（火）２７

●市民と市長の座談会（１９：３０～神美地区公民館）（水）２８
●第７回オープンガーデンショー（～６月２日）
●市民と市長の座談会（１９：３０～中筋地区公民館）

（木）２９

●市民と市長の座談会（１９：３０～三江地区公民館）（金）３０
●豊岡市震災総合防災訓練

（９：３０～円山川防災センター周辺）
（土）３１

平成２０年４月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,443 

43,330 

47,113 

31,808

（－441人） 

（－229人） 

（－212人） 

  （－26世帯） 
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見て、触れて、感じる“本物の歴史” 

但馬国府・国分寺館 但馬国府・国分寺館 但馬国府・国分寺館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 4

■所 在 地　豊岡市日高町祢布８０８  ４２－６１１１  ＦＡＸ４２－６１１２ 
■開館時間　９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 
■休 館 日　毎週水曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　大人５００円、高校生２００円、小中学生１５０円 

至神鍋 

至八鹿 至養父市 

至国府 

Ｊ
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江
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駅
 

Ｊ
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陰
本
線
 

至豊岡 

日高総合支所 

日高文化体育館 
日高小学校 

公立豊岡病院 
日高医療センター 

円
山
川
 

但馬国府・国分寺館 

日高健康福祉センター 日高健康福祉センター 
482

312

県立日高高等学校 

　約２万年にわたる豊岡の歴史と、
但馬国府跡の調査成果を紹介してい
ます。展示品の一部には実際に触れ
ることができます。

▲常設展示室Ⅰ 　奈良時代の但馬国分寺の壮大な姿
がよみがえっています。

▲但馬国分寺跡復元模型

　６月２４日まで、企画展「食の風景」
を開催中です。ぜひ、ご覧ください。

▲企画展示室

　「但馬国府と国分寺」と題した１５分
間の映像をご覧いただけます。この
部屋はセミナー室にもなり、講演会
も開いています。

▲映像ホール
　歴史体験はこの部屋でできます。
気軽に歴史を感じることができる、
歴史発見広場です。

▲総合学習室

当館職員の前岡孝彰が　
　　　　　　ご案内します。

　豊岡市は、奈良時代に聖武天皇が建てさせた但馬国分寺や、平安時代の
“県庁”である但馬国府など、全国でも有数の歴史遺産が残る地域として知
られています。但馬国府・国分寺館は、この「但馬の都」に隣接する場所に
平成１７年３月に開館しました。
　館内では、但馬国分寺や但馬国府などから出土した資料を展示して、豊岡
の歩みを紹介しているほか、年間を通して特別展や企画展を開催しています。
また、総合学習室では５，０００冊を超える歴史の本をはじめ、本物の土器や石器
に触れたり、古代衣装の試着、土器・勾玉作り、昔のおもちゃで遊んだりと、
さまざまな歴史体験ができます。皆さんも、気軽に楽しく、歴史に親しんでみ
ませんか。

　但馬国分寺跡から出土した大きな
井戸です（普段は登ることはできま
せん）。

▲常設展示室Ⅱ


